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鶏コクシジウム感染症、鶏アデノウイルス感染症、大腸菌症に対する対策マニュアル 

=ＪＲＡ畜産振興事業「種鶏孵卵場防疫対策強化事業」（平成 29 年度から 3 ヶ年）= 

 

 国立大学法人 東京農工大学農学部獣医衛生学研究室 竹原一明 

 

はじめに 

 わが国の養鶏業界では、高病原性鳥インフルエンザに対しては、ワクチンを用いず、早

期発見・通報による摘発淘汰戦略で、ニューカッスル病や伝染性ファブリキウス嚢病など

に対しては、ワクチンと衛生対策の徹底手法を用いた防御戦略による対策を中心として、

感染症の清浄化が進んでいる。しかし、国内にワクチンがない鶏アデノウイルス感染症や

一部の株についてワクチンが開発されていない鶏コクシジウム感染症に関しては、効果的

な解決策がなく、さらに、大腸菌によるヒナの汚染は依然として大きな問題で、国内孵卵

業者はこれらの感染症対策が大きな問題である。そこで、問題が顕在化している鶏コクシ

ジウム感染症と鶏アデノウイルス感染症の実態調査を行って有効策を明らかにするととも

に、大腸菌で最も問題となるハッチャーにおける新たな消毒法を開発してわが国の養鶏振

興に資するため、「種鶏孵卵場防疫対策強化事業」を用いて、平成 29 年度から 3 年間、種

鶏場および孵化場の調査・検討を行った。3 か

年の調査により、多くの養鶏現場がこれらの病

原体により汚染されていることが分かった。種

鶏場や孵化場の衛生対策の徹底、すなわち、バ

イオセキュリティ強化が、これらの感染症を低

減し、孵化したヒナの健全な発育・生育に貢献

すると考え、ここに対策マニュアルを作成した。

ただ、今回の事業では、現状把握（調査）のみ

で、具体的な対策に対する調査や研究を行って

いないため、対策としては、昨年度、筆者が執

筆した「畜産分野の消毒ハンドブック」（JRA

事業：事業主体・公益社団法人中央畜産会）を

基に、種鶏場や孵化場を中心に、具体的な衛生

対策について、より分かりやすく、さらに追加

したデータも含めて紹介することとする。なお、

同ハンドブックは、中央畜産会のホームページ

にアップされている（http://jlia.lin.gr.jp/eiseis/pdf/disinfect_handbook.pdf）。 
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孵化機（ハッチャー）の洗浄・消毒の一例 

１．機内のほこりを洗い流す。発生座も同様に洗う。 

２．食器用洗剤でブラシ等を用いてこすり洗い（逆性石けんは洗

浄能力が低いので食器用を使用）。 

３．水ですすぎ洗い。 

４．逆性石けん+0.17%水酸化カルシウム水溶液注 1）で高圧洗浄機

を用いて発泡消毒。発生座も同様に消毒。 

５．消毒後 1 時間以降に水洗し、逆性石けんを洗い流す 

６．移卵前日に発生座を入れ、ホルマリン（40ml/m3）+過マンガ

ン酸カリでガス燻蒸。 

７．移卵後にホルマリン（40ml/m3）で自然蒸散。 

８．必要に応じて、発生前日にホルマリンを追加。 

 

種鶏場のオールアウト後の鶏舎消毒の一例注 2） 

１．鶏、飼料、器具類を搬出した後、徐糞・敷料を除去。 

２．目立つ汚れは食器用洗剤でブラシ、スクレイパー、ワイヤー

ブラシ等でこすり洗いし、有機物等の汚れを除去した後、界

面活性剤（洗剤）で高圧洗浄機を用いて発泡消毒。 

３．水ですすぎ洗い。作業着や長靴を変え、洗濯注 3）。 

４．新たな作業着と長靴に着替え、逆性石けん+0.17%水酸化カルシウム水溶液で高圧洗浄

機を用いて発泡消毒。天井や壁にも向けて泡を張り付けるように。 

５．消毒後 1 時間以降に水洗し、逆性石けんを洗い流す。 

６．複合製剤（オルトジクロロベンゼン、塩化ジデシルメチルアンモニウム、クロルクレ

ゾール）で消毒。 

７．消毒後 1 時間以降に水洗し、複合製剤を洗い流す。 

８．グルタラール（グルタルアルデヒド）で消毒。 

９．消毒後 1 時間以降に水洗し、グルタラールを洗い流す。 

10．消石灰乳塗布 

11．ホルマリン燻蒸（40ml/m3） 

注 1）逆性石けん+0.17%水酸化カルシウム水溶液：逆性石けんを 0.17％食品添加物規格水酸

化カルシウム（平均粒子径 10 ㎛以下）で 500 倍希釈して作製。低温下・有機物存在下

でも相乗的に殺微生物効果が高まり、エンベロープの無いウイルスも不活化できるよ

うに広域スペクトル化する。 

注 2）採卵養鶏大型ウインドウレス鶏舎における消毒法（鶏病研報 37 巻 2 号， 77~85, 2001）

を参照すること。 

注 3）作業着は、下記に述べる方法で洗浄。  
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具体的な衛生対策の概要 

 飼養衛生管理基準にあるように、養鶏場における鶏舎

ごとの衣類交換・長靴交換は非常に効果的である。消毒

薬スプレー（ミスト）による衣類の消毒や踏込消毒槽で

の秒単位での長靴の消毒が、病原体の不活化には十分で

ない恐れがあるからである。2 ヶ月齢以下の子牛用の牛

舎（カーフハッチ）に入る際、当初は長靴交換をせずに

踏込消毒槽を利用していたが、右図のように台の手前で

長靴を脱ぎ、牛舎内専用に履き替え、作業終了後に中で

使用した長靴を踏込消毒槽に長時間浸漬させる方法を

採ったところ、下痢の発生や死亡が減少したという肉牛

農場がある。赤い線は、上側が牛舎外で履いてきた長靴

置場、赤線より下が牛舎内専用の長靴である。 
  EU の畜産農場では、踏込消毒槽は設置していなか

った。防疫依（つなぎ）と畜舎専用の長靴あるいはオー

バーシューズをそれぞれの農場で履き、牛・豚・鶏の飼育現場を見学できた。 
 また、以前の日本種鶏孵卵協会の事業「種鶏・ふ卵場における消毒等衛生管理状況に関

する現地調査」で、多くの種鶏場や孵化場が、消毒の際に逆性石けんを用いていることが

明らかとなった。鶏舎消毒には、レイヤー種鶏場では65％が、ブロイラー種鶏場では69％
が逆性石けんを使用している。車両消毒においても、レイヤー種鶏場で65％、ブロイラー

種鶏場で45％、トレイ等は、レイヤー種鶏場で60％弱、ブロイラー種鶏場で80％弱だった。

出入車両の消毒においても、レイヤー種鶏場で72％、ブロイラー種鶏場で76％が逆性石け

んを用いていた。 
しかし、低温

環境下や有機物

存在下での逆性

石けんの消毒効

果は著しく低下

することを理解

しておく必要が

ある。逆性石け

んが低温で効果

が低下すること

は、農林水産省

動物医薬品検査

書の詳細情報に記載されている（右の表参照）。 
主な逆性石鹸（動物医薬品検査所 詳細情報） 
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当研究室の実験室レベルのデータからも、低温環境下では、逆性石けん単独では、ウイ

ルスや細菌を不活化できず、水処理と変わらない。実際に野外で車両消毒後、スタンプ法

で細菌を確認したところ、低温下では逆性石けん単独では多数の細菌が検出されたが、逆

性石けんをアルカリ化して噴霧したところ、菌は検出されなかった。 
 逆性石けんは、下記に示すようにアルカリ化で低温下や有

機物存在下でも相乗的に効果を発揮することが分かってき

た。当研究室では、食品添加物規格水酸化カルシウム（Food 
additive calcium hydroxide: FdCa(OH)2）で、平均粒子径が 10
㎛の粉末を Ca(OH)2 の飽和水溶液である 0.17%に調整し、

実験に用いた。FdCa(OH)2 水溶液単独あるいは FdCa(OH)2と

逆性石けんの混合液で、4℃のみならず、マイナス 20℃の環

境下でも殺ウイルス・殺菌効果を認めた。農水省の「豚コレラに関する特定家畜伝染病防

疫指針（令和元年 10 月 15 日一部変更）」に “車体を腐食しにくい逆性石けん液”と記載

されているように、逆性石けんは、安価で車輌の腐食性も低く、これまでも現場で多く利

用されてきている。アルカリを添加することで、その殺微生物効果を低温下や有機物存在

下でも十分発揮できるようになり、通常、逆性石けんでは対応が困難なエンベロープを有

さないウイルスに対しても混合液は殺ウイルス効果を発揮できるようになる。広域スペク

トルにすることで、幅広い殺ウイルス・殺菌効果が得られる。ただし、この場合、逆性石

けんではなく、アルカリがエンベロープの無いウイルスを不活化している。 
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本事業「種鶏孵卵場防疫対策強化事業」での調査結果 概要 

 

鶏コクシジウム感染症の現状 

 鶏に寄生するアイメリアは 8 種あり、種によって症状や寄生部位、病変が異なる。急性

盲腸コクシジウム症はアイメリア・テネラにより、急性小腸コクシジウム症はアイメリア・

ネカトリクスの感染によって起こる。慢性小腸コクシジウム症は、アイメリア・アセルブ

リナ、アイメリア・マキシマ、アイメリア・ブルネッティ、アイメリア・ミティス、アイ

メリア・パラコックス、アイメリア・ハガニによって起こる。予防対策の一つである鶏コ

クシジウム感染症ワクチンとしては、弱毒アイメリア・アセルブリナ、弱毒アイメリア・

テネラおよび弱毒アイメリア・マキシマをそれぞれ鶏腸管内で増殖させて得たオーシスト

を混合した「鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マキシマ）混合生ワクチン

（TAM）」、弱毒アイメリア・ネカトリックスを鶏腸管内で増殖させて得たオーシストを調

製した「鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン（Neca）」が市販されている。

しかし、アイメリア・ブルネッティやアイメリア・ミティス、アイメリア・パラコックス、

アイメリア・ハガニに対しては、いまだワクチンが開発されていない。 

平成 29 年度の本事業での、種鶏場のコクシジウム感染症のためのサンプリング対象農場

37 か所・143 鶏舎の調査では、農場単位では、37 農場のうち 33 農場で、143 鶏舎（試料）

のうち 105 検体で、コクシジウムオーシストが陽性だった。形態学的な観察によるコクシ

ジウムの種類別では、鶏舎試料で、アイメリア・アセルブリナが 47.6％陽性で最も検出率

が高く、アイメリア・パラコックスが 34.3％、アイメリア・テネラ（ネカトリクスと識別

困難）が 23.8％、アイメリア・ブルネッティが 21.0％、アイメリア・ミティスが 20.3％、

アイメリア・マキシマが 2.8％と報告されている。 

 

     形態学的および PCR によるオーシストからのアイメリア種の同定 

アイメリアの種類 
同定されたオーシストの数 

形態学的 PCR 両方法での同定（％） 

アセルブリナ 31 30 30 (96.8) 

ブルネッティ 14 17 13 (72.2) 

マキシマ 4 16 1 (5.3) 

ミティス 15 30 14 (45.2) 

ネカトリックス 0 23 0 (0) 

パラコックス 21 20 14 (51.9) 

テネラ 16 12 6 (27.3) 

Matsubayashi, M. et al. からの資料（平成 29 年度事業） 

 

37 農場のうち、ワクチンを使用していなかったのは 3 農場のみで、多くは TAM と Neca
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を用いていたが、実際には、上記のように、被害が頻発し、種鶏業者を悩ませている。 

ワクチン以外の予防対策としては、各種合成抗コクシジウム剤およびイオノフォラス抗

生物質が使用できる。ただし、採卵鶏では 10 週齢まで、ブロイラーでは出荷前 7 日までし

か使用できない。 

 感染源であるオーシストは、比較的消毒薬に抵抗性を示す。オルソジクロロベンゼン製

剤が有効であるが、5～6 時間を要する。 

 

鶏アデノウイルス感染症の現状 

 鶏アデノウイルスの感染による鶏の感染症で、ブロイ

ラーでの発症が多い。封入体肝炎、心膜水腫症候群、ア

デノウイルス性筋胃びらんが代表的な疾患である。同居

感染や介卵感染で伝播する。鶏アデノウイルスは 12 の

血清型があり、中和試験で交差しないことから、ある血

清型のウイルスに感染したのちも異なる血清型のウイ

ルスに感染する。現在、わが国においては鶏アデノウイ

ルス感染症に対するワクチンは開発されていない。アデ

ノウイルスはエンベロープを持たないため、比較的消毒

薬に抵抗性を示す。鶏病研究会編の「家禽疾病学」にお

いても、消毒薬の使用だけでは不十分で、徹底的な洗浄

の実施が重要であると記載されている。 

 平成 30 年度の本事業での調査では、各地の 22 の種鶏場から 10、20、30 週齢の種鶏 10

羽について採血し、血清中和試験あるいは寒天ゲル内沈降反応によって、抗体の有無を調

べた。その結果、血清中和試験では、10・20 週齢で 1 型、2 型、4 型、8 型いずれの血清型

に対しても陰性を示したのは 1 種鶏場のみで、他は何らかの血清型が浸潤していた。30 週

齢まで陰性を示した種鶏場はなかった。すでに 10 週齢で、何らかの血清型に対して、10 羽

とも中和抗体が陽性の種鶏場が 9 農場認められた。 

 産卵中の感染ではヒナに垂直感染する確率が高いことを考慮すれば、産卵前に感染させ

ておくのも一つの方法かも知れないが、感染鶏の肝臓をすりつぶして若いヒナに接種する

などの人為的な感染は、アデノウイルス以外の様々な未知の病原体を感染させてしまう恐

れもあり、衛生上好ましくない。実際、多数の血清型のアデノウイルス全てに鶏を感染さ

せることは困難である。獣医衛生学的な見地からは、やはり、適切な消毒により、鶏舎や

農場環境、孵卵機や孵化場をきれいに保つことが大事と考える。この場合、種鶏場も孵化

場も同様にバイオセキュリティ強化を行う必要がある。どこかでアデノウイルスの侵入を

許すと抗体を持たないヒナに対しては大きな影響が出るので、厳重な衛生管理が必要とな

る。消毒薬では不活化しにくいアデノウイルスであるが、下記の対策にも記したように、

水酸化カルシウムの強アルカリで容易に不活化させることができる。 

100nm 

鶏アデノウイルス(FAV) 

撮影：国立感染症研究所病理部 
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孵卵衛生と大腸菌検出の現状 

 孵化機（ハッチャー）でヒナが発生すると、卵殻が割れ

て出てきたヒナによる孵化機内の菌数が増加すると言われ

ている。孵化当日ではなく、孵化 3 日前くらいからホルマ

リン燻蒸すると、孵卵 21 日後の発生時には菌の検出が低い

と言う。基本的にヒナは無菌ではないので、孵化前のホル

マリン燻蒸が無ければ、羽毛が舞い、多数の細菌が検出さ

れるという。 

 平成 31 年度（令和元年度）の本事業での調査では、全国

14 か所の種鶏孵卵場において、孵卵機（セッター）から孵

化機（ハッチャー）への移卵後に、ハッチャーをホルマリ

ン燻蒸あるいはグルタラールを有効成分とする畜産分野の

消毒剤（以下、ホルマリン代替物）で燻蒸後、孵化 1 日前

あるいは孵化当日にハッチャー内の綿毛を採取し、市販の大腸菌測定用プレートを用いて、

24 時間培養し、緑〜青緑色のコロニー数を Select E. coli（SEC：大腸菌）として計測を

行った。詳細は、実際に測定を委託・実施していただいた北里大学医療衛生学部微生物学

研究室の「令和元年度種鶏孵卵場防疫対策強化事業 報告書」を参照されたし。 
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 調査結果を要約すると、ホルマリン燻蒸を用いたのは 9

孵化場、ホルマリン代替物での燻蒸を用いたのは 5 孵化場

であり、綿毛を採取して SEC 数を比較した。孵化前日サ

ンプル中 SEC の数は、ホリマリンを使用した孵化場にお

いて、1 グラム当たりのコロニー形成単位（cfu/g）の中央

値が 350 cfu/g、平均値 3,606 cfu/g であり、ホルマリン代

替物を使用した孵化場において中央値 900 cfu/g、平均値

1,037 cfu/g であった。また孵化当日サンプル中の SEC 数

は、ホリマリンを使用した孵化場において中央値 350 cfu/g、

平均値 10,433 cfu/g であり、ホルマリン代替物を使用した

孵化場において中央値 7,000 cfu/g、平均値 119,940 cfu/g で

あった。孵化当日の SEC 数は、ホリマリンを使用した孵化場と比較し、ホルマリン代替物

を使用した孵化場で 10 倍以上高かったが、各孵化場の間で菌数のばらつきが大きいため統

計的に有意な差は認められなかった。 

 

  

ホルマリン代替物 

孵化場 1 

孵化場 2 

孵化場 3 

孵化場 4 

孵化場 5 

孵化場 6 

孵化場 7 

孵化場 8 

孵化場 9 

 

 

孵化場 11 

孵化場 12 

孵化場 13 

孵化場 14 

孵化場 15 
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 孵化場間で大きな違いが認められたのは、自然蒸散や過マンガン酸カリ利用の燻蒸の条

件、ホルマリンやホルマリン代替物の使用量が影響している可能性がある。ホルマリンの

燻蒸消毒は、種卵消毒では、40 ml/m3 を 20 分間、施設消毒では 40 ml/m3 を 24 時間行うこと

が基準となっている。それぞれのハッチャーの容積と使用液体の量を確認する必要がある。  
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種鶏場や孵化場の衛生対策 

 3 年間のコクシジウム、アデノウイルス、孵化場の大腸菌の調査結果は、上の概要にまと

めたようなものだった。では、対策マニュアルとして、どうすればよいか。本事業では、

対策の調査・研究までは実施していないので、これまで当研究室で行ってきたバイオセキ

ュリティ強化に関する研究の結果に基づき、対策を記述する。 

 2018 年 4 月 2 日、農林水産省から、家畜伝染病予防法施行規則の一部を改正する省令（平

成 30 年農林水産省令第 24 号）が公布・施行され、家畜伝染病予防法施行規則（昭和 26 年

農林省令第 35 号。以下「規則」という。）の一部が 67 年ぶりに改正された。技術的助言

として「家畜伝染病予防法に基づく焼却、埋却及び消毒の方法に関する留意事項（家畜伝

染病予防法施行規則第 30条及び第 33条の 4関係）（平成 30 年 4月 2日付け 29消安第 6824

号農林水産省消費・安全局長通知）」（以下、局長通知）が定められた。豚熱（CSF：豚コ

レラ）が発生したのは 2018 年 9 月なので、それよりも前に消毒法について、改正がなされ

たのである。この局長通

知を分かりやすく解説

することを目的として、

「畜産分野の消毒ハン

ドブック」（以下、ハン

ドブック）を執筆したの

であるが、消毒に関する

実験結果をまとめてい

るうちに、これまでの常

識とされていたことが

かなり実際の現場では

通用しないことが明ら

かとなった。ハンドブッ

クの最初のページに消

毒の常識・非常識として

まとめてあるので、まず

は、このページを見てい

ただきたい。消毒は衛生

対策の一部であるが、も

し、正しい消毒法がなさ

れていれば、かなりの病

原体の侵入を防ぐこと

ができると考えている。 
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コクシジウム対策 

 局長通知には、「消毒薬の種類と対象となる微生物への有効性」と言う表（以下、局長

通知の表）がある。コクシジウムに効果があるものとして、オルソ剤やアルカリが表にあ

る。当研究室では、まだ、綺麗なデータが得られていないが、食品添加物規格水酸化カル

シウム（Food additive calcium hydroxide: FdCa(OH)2）にオーシストを不活化する能力がある

と考えている。オールアウト後の洗浄・消毒の際、FdCa(OH)2 を逆性石けんと混合して散布

することで、効果が認められるだろう。FdCa(OH)2は、ポジティブリストに引っかからない

ので、産卵中の鶏舎に水溶液として散布しても問題はない。 

 

アデノウイルス対策 

 エンベロープの無いウイルスに対しては、アルカリは、局長通知の表では△となってい

る。口蹄疫ウイルスは欄が異なり、○と書いてあり、他のエンベロープが無いウイルスと

比較してアルカリで不活化されやすいようだ。しかし、当研究室での試験結果では、エン

テロウイルス、アデノウイルス、レオウイルスなどの多くのエンベロープの無いウイルス

に対して、上記の FdCa(OH)2 の 0.17％水溶液は、有機物存在下・4℃の低温下においても、

浮遊試験では 5 秒以内と言う短時間で不活化効果を示した。アデノウイルスを 5%牛胎児血

清（FBS）と共にプラスチック板、ゴム板、スチール板に塗布・1 時間乾燥させた後、

FdCa(OH)20.17％水溶液を滴下すると、5 分以内に 1,000 分の 1 以下に、1 時間以内に検出限

界未満にまで不活化できた。これまで、効果的な消毒剤が無いと言われてきたアデノウイ

ルスであるが、FdCa(OH)20.17％水溶液で不活化できると考える。詳細なデータは、鶏病研

究会報に筆者らの報告が近々出る予定である。オールアウト後の洗浄・消毒の際、FdCa(OH)2

を逆性石けんと混合して散布することで、消毒効果が高まる。 

キャリア プラスチック スチール ゴム 

温度 25℃ 4℃ 25℃ 4℃ 25℃ 4℃ 

Virus 8.68±0.12a) 9.33±0.10 8.68±0.12 9.33±0.10 8.68±0.12 9.25±0.13 

dW2 対照 7.98±0.12 9.31±0.10 7.56±0.09 8.56±0.10 8.23±0.09 8.77±0.13 

5 min 4.27±0.36 NTb) 2.98±0.07 NT 5.90±0.54 NT 

10 min 4.06±0.48 4.65±0.80 2.98±0.07 3.65±0.65 4.90±0.31 5.48±0.92 

30 min 3.56±0.33 5.09±0.79 2.98±0.07 3.84±0.81 <3.90±0.00 4.90±0.65 

60 min <2.90±0.00 3.65±0.10 <2.90±0.00 <2.90±0.00 <3.90±0.00 <3.90±0.00 

a)ウイルス力価（log10TCID50/mL）（3 回の試験の平均±標準誤差）、b)NT：not tested。 

 

大腸菌対策 

 大腸菌を含むグラム陰性菌は、局長通知の表では、多くの消毒薬で不活化される。注意

すべきは、有機物存在下、低温下、物質表面に付着した場合などである。適切な消毒方法

を行わないと、消毒後にも生きた大腸菌が残る恐れがある。上記のように、FdCa(OH)2 を逆
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性石けんと混合して散布することで、消毒効果が高まる。 

 

 

 以下は、令和 2 年 2 月 20 日に馬事畜産会館で開催された種鶏孵卵経営セミナーで「コク

シジウム、アデノウイルス、大腸菌の防疫＝バイオセキュリティ強化＝と題して筆者が講

演した際の資料をもとにしてある。 

 

消毒は、感染症対策の一つでありすべてではない！ 

• 感染症対策は、様々な防御手段を総合的に組合せ、可能性のある感染ルートを断つ。 

• 消毒だけやればよいというものではない。 

• しかし、正しい消毒を実施すれば、ヒトやモノ（車両を含め）を介しての病原体の侵

入は、0 ではないが、低減できる。 

• 衛生対策を徹底している農場でも豚コレラの発生があるのは、防げない感染ルート（野

生動物等）があるからか？ 

     ↓ 

• 消毒の限界を知り、正しい消毒法、“長靴・衣服の交換”の実施等により、より徹底した

衛生対策を図る。 

 

野生動物を寄せ付けない工夫 

 右は、オランダの養鶏場であるが、敷地に

は土や草など、野生動物が近寄れそうにはな

っていない。 

 現在のわが国では、里山が荒れ、農地であ

る畑なども耕作放棄地が増え、これまで奥山

に潜んでいた野生動物が容易に里山に進出す

るようになり、人里にまで来るようになった。

野生動物は様々な病原体を保有しており、鶏

舎を含め、農場に近づけない工夫が必要であ

る。豚コレラ対策も、豚舎周辺の柵の設置だけでなく、周辺の里

山や耕作放棄地も含めて、野生動物が人里に近づかないよう、大々

的に対応する必要がある。 

 なお、EU では、鶏舎に入る際は、踏込消毒槽ではなく、長靴交

換あるいはオーバーシューズの着用だった。 
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消毒とは? 

• “消毒 (disinfection)”は、対象物に存在する“対象とする病原微生物”について、感染

症を惹起きせない程度にまで殺滅または減少させることである。 

• その場合、対象としない病原体の殺滅は考慮しない。 
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 飼養衛生管理基準（農林水産省） 

• 家畜の伝染性疾病の発生を予防するためには、家畜の所有者が日頃から適切な飼養衛

生管理を実施することが重要。家畜伝染病予防法では、家畜の所有者がその飼養に係

る衛生管理に関し最低限守るべき基準（飼養衛生管理基準）を定め、その遵守を義務

づけている。 

• 対象動物：牛、水牛、鹿、めん羊、山羊：豚、いのしし：鶏、あひる、うずら、きじ、

だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥：馬 

1. 家畜防疫に関する最新情報の把握等 

2. 衛生管理区域の設定 

3. 衛生管理区域への必要のない者の立入りの制限 

4. 衛生管理区域に立ち入る車両の消毒 

5. 衛生管理区域に立ち入る者の消毒 

6. 衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置及び使用（牛等・馬を除く） 

7. 他の畜産関係施設等に立ち入った者等が衛生管理区域に立ち入る際の措置 

8. 他の畜産関係施設等で使用した物品等を衛生管理区域に持ち込む際の措置 

9. 海外で使用した衣服等を衛生管理区域に持ち込む際の措置 

10. 野生動物等からの病原体の侵入防止 など   措置：適切な清掃と消毒等 
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実際に実験してみて驚いたこと！ 

 きれいな水に浮いている病原体は容易に不活化される。 

 有機物の存在下、無機物表面、有機物表面・有機物内に居る病原体を不活化するのは、

全く状況が異なる。 

 AIVはエンベロープウイルスで、多くの消毒薬で容易に不活化されるとされてきたが、

実際には違う。 

  ↓ 

 効果があると言われている消毒薬についても、病原体の存在状況に応じた試験をする

必要がある。 

 

畜 産 分 野 の 消 毒 マ ニ ュ ア ル （ ス ラ イ ド 用 ） 中 央 畜 産 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://jlia.lin.gr.jp/eiseis/）の消毒法 
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低温での消毒 

 現場でよく用いられている“逆性石けん”は、低温下でその殺微生物効果は著しく損な

われる。病原体により、時間は異なるが、低温では、病原体の不活化に時間がかかること

は同様であった。 

 

 

 

 

 

物質表面に付着した病原体の不活化試験 

 長靴（ゴム）、卵トレイ・輸送かご（プラスチック）、車両（スチール）に、病原体を

有機物（牛胎児血清）と共に 1 時間乾燥させて張り付け、消毒薬による不活化試験を室温

（25℃）と低温（4℃）で実施。 

 

 結果：液体中と比較し、物質表面上では、殺菌・殺ウイルスに時間を要した。 

 

 

逆性石けんと水酸化カルシウムでの相乗効果 

 逆性石けん (QAC) は、有機物存在下・低温下において消毒効果が著しく低下する

（ Stringfellow et al. Poultry Sci. 88: 1151-1155, 2009 ； Wanaratana et al. 

Vet-Microbiol. 140: 43-48, 2010）。食品添加物規格の水酸化カルシウム (FdCa(OH)2) は

有機物存在下でも殺微生物効果を示し（Hakim et al. JVMS. 79: 244-247, 2017）、低温

下で、次亜塩素酸ナトリウムの殺菌効果を

相乗的に高めた（Toyofuku et al. JVMS. 79: 

1019-1023, 2017）。そこで、水酸化カルシ

ウム添加による QAC のウイルス不活化効果

の増強について検討した。 
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逆性石けんは低温で消毒効果が著しく減弱・アルカリ化で相乗効果と広域スペクトル化 

 

• 逆性石けんは、低温下で、病原体を不活化する効果が激減する。有機物存在下でも、

効果が低下する。使用濃度を濃くしても、効果は芳しくない。 

• 逆性石けんに水酸化カルシウム（Ca(OH)2）などアルカリ剤を添加すると、不活化効

果が高くなり、低温下や有機物存在下でも、本来の能力あるいはそれ以上の能力を

発揮できるようになる。 

• アルカリ化で、エンベロープの無いウイルス（Enterovirus, IBDV）にも不活化効果

を示すようになる（広域スペクトル化）。 

• 具体的には、逆性石けんを 500~1000 倍希釈し、そこに 0.17%（飽和）になるように

Ca(OH)2を加える。１トンの水に対して、1~2 リットルの逆性石けんと 1.7kg の

Ca(OH)2を加える。噴霧利用も可能。（初めての使用時には、アルカリで配管に詰

まっていたヘドロ・スケールがはがれてノズルが詰まることがあるので、ノズルを

外す必要がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一部改編。 
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FdCa(OH)₂試験の考察 

 逆性石けんとの相乗効果が認められており（Ito et al. 2017)、逆性石けんの消毒過程に

FdCa(OH)₂を混合して、 

• オールアウト後の鶏舎消毒、 

• 養鶏場内の資材（長靴、卵トレイ等）の消毒、 

• 孵化場の孵卵器の消毒 

    等に使用することで、鶏舎間・農場間での鶏アデノウイルスやトリレオウイルス

の感染拡大防除、養鶏場のウイルス清浄化に貢献することが期待される。 
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農場での作業衣の洗濯 

• 重要なのだが、意外と注意されていないのが、衣類やタオル類の洗濯である。ツナ

キ等の衣類は、頻繁に交換・洗濯する必要がある。 

• 大きい農場では、ツナギなどをまとめて洗濯する部門がある。通常の洗濯石けんで

洗浄しても、病原体は除去・不活化されない。 

• 70℃程度のお湯で洗わないと、細菌の不活化は難しく、通常の家庭の洗濯機は 60℃

までなので、その温度では細菌の不活化は困難である。 

• なお、市販の除菌用の洗濯洗剤を用いる場合、推奨濃度よりも 10 倍濃い濃度くらい

で 30 分間ほど漬け置きしないと十分な殺菌効果は得られない。 

• 水酸化カルシウム飽和液(pH12.7)に 30 分間程度浸漬することで殺菌・殺ウイルスが

できる（未発表データ）。そのあと、通常の洗濯洗剤で洗濯する。大きな農場で、

異なる畜舎・家禽舎のツナギ等をまとめて洗濯する際には、洗濯前の水酸化カルシ

ウム飽和液での漬け置きによる消毒は、農場全体への病原体の蔓延防止にもなる。 

 

 

 
 孵化機を逆性石けんのみで消毒した場合、ひな由来の菌が残存していた。逆性石けんと

水酸化カルシウムを混ぜて消毒した孵化機からは、ひな由来菌は検出されなかった。なお、

スタンプアガーでの培養のみでは、菌数の比較はできるが、ひな由来かどうかを識別でき

ないので、正しく消毒できたかどうか調べるには、菌種の同定が必要である。 
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 卵内接種器は、一回のワクチン接種ごとに、配管や接種器の洗浄・消毒を確実に行わな

いと、機器や配管で増殖した細菌を胎児に感染させてしまいかねない。搾乳施設のミルカ

ーの配管は、酸・アルカリで洗浄後、搾乳直前に消毒剤を流して殺菌している。卵内接種

器においても、逆性石けんと FdCa(OH)2 の混合液など、適切な消毒が必要である。消毒が

十分でないことを補うために抗菌剤を添加するのは、耐性菌を産むので避けるべきである。 

 

飼養衛生管理基準の遵守状況のチェック表（2018 年 12 月 20 日農水省） 

• 表では、具体的に農場の衛生管理を家畜保健衛生所職員がチェックする形。 

• 何と言う消毒薬を何倍希釈で、どのくらいの頻度で交換しているか。しかし、何と

いう消毒薬を何倍で使わねばならないまでは、法では規定していない。各メーカー

の推奨濃度に従う 

• 「畜産分野の消毒ハンドブック」は、民間で作成したものなので、具体的にどんな

消毒方法が良いか、それぞれの現場にあった基本的な方法が記載されている。 

• 車両消毒は消石灰帯の上を通過することだけでは効果は薄い。 

 

農場 HACCP会議（ブレインストーミング）と PDCAサイクル 

                ：集団でアイデアを出し合う 

1. 判断結論を出さない 

2. 粗野な考えを歓迎する 

3. 量を重視する 

4. アイデアを結合し発展させる 

   の 4 つが基本 
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まとめ 

 上記に示したように、広域スペクトルを持ち、比較的安い消毒資材は、逆性石けんを

0.17%FdCa(OH)2 液で希釈した混合水溶液である。FdCa(OH)2 は、粉の平均粒子径が 10um 以

下のものが好ましい。過去に 20um の品を扱った際、粉では効果が認められたが、液体にし

た際は不活化効果が認められなかった。水酸化カルシウムの飽和が 0.17%なのでこれまでそ

のパーセントを用いて実験してきた。なお、混合水溶液の作り置きは 1 か月程度の間、問

題ない。高圧洗浄機の動力噴霧器で噴霧しても、効力は落ちない。0.17%FdCa(OH)2 液だけ

でも、エンベロープの無いウイルスに対しては、これまで調べた範囲では、短時間で殺ウ

イルス効果を示した。エンベロープを有するウイルスの場合、0.17%FdCa(OH)2 液だけでは

多少時間はかかるが、効果はあるので、ポジティブリストなどで消毒薬が使えないような

場面で利用が可能である。 
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Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16 Q17 Q18
棟数 導入

ID 種別 地域
種鶏場箇

所数
育成場箇

所数
 種鶏場の運

営
 鶏種

①成鶏
舎棟数

②育成
舎棟数

 1回当たり
導入羽数

 年間導入回
数

 １鶏舎当たり
平均飼養羽

数
種鶏舎構造 鶏舎の新旧

衛生管理区
域の設定

 ネズミ・野鳥の侵
入

 飼養形態
（成鶏）

 ①敷料
飼養形
態（育
成）

①敷料 飼養方式

 光線管理（ブ
ロイラー種

鶏）ダークア
ウト有無

飼育密度
（成鶏）羽
／㎡未満

種鶏の
飼育期

間
 集卵方法

種鶏場
の巣外

卵取り扱
い

種鶏場の汚
卵取り扱い

 種鶏場の種卵
選別

①開放
②セミウィ
ンドレス
③ウィンド
レス

①10年未満
②10～30年
③30年以上
④混在

①設定してい
る
②不完全だ
が設定
③設定してい
ない

 ①ネズミ、野鳥と
もなし
②野鳥はない
が、ネズミはいる
③野鳥、ネズミと
も侵入していた

 ①平飼い式
②低床式平
飼い
③高床式平
飼い
④ケージ式

 ①平飼
い
②高床式
平飼い
③ケージ

 ①育成から成
鶏への移動
②育成からの
立ち上げ

 ①ダークアウ
トあり
②ダークアウ
トなし

 ①自動集卵
②手集卵

①廃棄
②そのまま
使用
③取り扱い
注意の上
で使用

①廃棄
②汚れをこ
すって落とす
③洗浄する
④そのまま使
用

 ①基準重量で選
別
②基準週齢で選
別
③選別していない

1 L 関東  0           1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 B 九州  0  0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

3 B 中四国           9           2 直営 ブロイラー        49          6 8,000               12           2,500  ① ④ ①  ③ 平飼式 -  ① おが粉 ②  ①        0.25 0-450  ① ③ ①② ①②

4 L 中部  0           1 委託 レイヤー 2 2 3,000 1 3,000          ① ② ① ① ② - ③ - ① - - 0～510 ① ① ① ①

5 L 関東           2           2 直１、委託３ レイヤー 5 2 5,000 3～4 5,000          ①② ② ② ② ①③④ おがくず ③ - ② - 7 0～500 ①② ③ ② ①②

6 L 九州           3           1 直営 レイヤー 8 1 4,000 2 4000～5000 ① ②④ ② ② ③ ワイヤーフロア ③ - ① - 3 150～480 ①② ① ② ②

7 B 中四国           4           2 直4,委4 ブロイラー        22          6 4千～1万                 5           1,933 ① ④ ①  ③  ① チップ  ① チップ ①②  ①          3.7 0-450  ① ③ ①② ①

8 B 中部           7           3 直営 ブロイラー  3～8  2～4 10,000                 6  3000～5000 ① ④ ① ②  ① モミガラ  ① モミガラ ①  ①          5.0 448-470  ① ③ ③ ①②

9 L 中部           7           3 直営、委託 レイヤー 18 14 18,000 6 6,200          ③ ③ ① ② ①② モミガラ  ① モミガラ ① - 110 1～483  ① ① ① ①②

10 B 北日本         10         - 直営 ブロイラー        60        - 13,400               7.2           2,230 ② ③ ① ②  ① おが粉  ① おが粉 ②  ①          4.8 1-448  ① ③ ③ ①②

11 B 九州         15           3 直営 ブロイラー        30         12 19,500                 6 ?  ① ③ ①  ③  ① チップ  ① チップ ①  ①           15 1-448  ① ③ ①③ ①②

12 B 中四国         14           3 直営、委託 ブロイラー        18         18 7,000               10 2,500          ①②③ ② ① ② ①② モミガラ・チップ  ① モミガラ ①②  ①            5 1-455 ①② ③ ① ①②

13 L 関東  ◯  ◯ 直営 レイヤー 23 9 1～25,000 20 20,000         ③ ④ ① ② ③④ - ①③ モミガラ・チップ ① - 40 1～500  ① ① ① ①

14 B 北日本         22           1 直営、委託 ブロイラー        73          6 7,000～20,000  1/1.5年           1,000 ①② ②③ ① ②  ① おが粉  ① おが粉 ①②  ①            6 0-455  ① ③ ③ ①②

15 B 九州         17  ◯ - ブロイラー        68        - 21,400  12～13           6,050 ③ ④ ① ②  ① チップ  ① チップ ②  ①          6.1 1-441  ① ② ①②③ ①②

16 L 九州           2           1 直営 レイヤー 4 4 18,000 2～3 18,000         ③  ① ① ② ④ -  ① おがくず ① - 13 1～560  ① 巣外卵なし ② ①②

17 B 中部           4           2 直営、委託 ブロイラー        20         10 5,500                 6           2,750 ① ③ ① ②  ① モミガラ  ① モミガラ ①  ②          4.8 0-448  ① ③ ② ①

18 B 北日本  ◯           2 直営、委託 ブロイラー        56         17 7,000               23 ? ① ④ ① ②  ① モミガラ、おが粉  ① モミガラ、おが粉 ①  ①          5.3 0-455  ① ③ ③ ①②

19 B 北日本           4           2 直営、委託 ブロイラー         8          4 4,000                 9           4,000 ① ④ ① ②  ① おが粉  ① - ①  ①②           15 0-430 ①② ③ ③ ①

20 L 中部           1           1 直営 レイヤー 4 2 9,500 3 8,500          ③ ④ ① ② ③ - ② - ① - 12 80～448 ② ① ① ①

21 B 中部           2           1 直営 ブロイラー        13          4 7,000                 4           3,500 ③ ③ ①  ②  ① チップ  ① チップ ①  ①          4.5 0-448  ① ① ① ①②

22 B 九州         28         13 直営 ブロイラー        74         31 13,000               25           4,000 ①②③ ④ ①  ②  ① のこくず  ① のこくず ①  ①           16 7-448 ①② ① ②③ ①②

23 B           5         - 直営、委託 ブロイラー         7        - 2,540               3.4           2,540 ① ④ ①  ②  ① -  ① - ②  ②            7 1-500 ② ③ ②③ ①

中部 レイヤーブロイラー         5          3 2,540                 3           1,270 ① ④ ①  ②  ① -  ① モミガラ ②  ①            6 1-490  ① ③ ②③ ①

ブロイラー         8          8 2,300                 4           2,300 ① ③ ①  ②  ① チップ  ① チップ ②  ②            5 1-450 ② ③ ②③ ①

24 B 北日本           3           1 直営 ブロイラー        66         11 12,950               12           3,100  ① ③ ①  ②  ① おが粉  ① おが粉 ①  ①           27 0-470  ① ③ ③ ①

25 B 九州         44           2 直営、委託 ブロイラー      136          8 7,500～16,500  1/1年半  3,000～4,000 ① ③ ①  ②  ① かんな屑  ① かんな屑 ①②  ①           15 0-448  ① ①③ ①②③ ①

26 L 北日本           2           1 直営 レイヤー 10 4 7,000～12,000 5～6 7,000～12,000 ③ ④ ② ② ②④ × ①② チップ ② - 15 1～504 ①② ① ① ①②

27 L 関東           1           1 直営 レイヤー 3 1 12,000 2.5 12,000         ①③ ② ① ② ③④ - ② - ① ① 15～22 105～504 ①② ① ① ①②

28 B 北日本         15           5 直営 ブロイラー        54         19 14,600               10           2,450 ②③ ④ ① ②  ① おがくず  ① おがくず ①  ①          5.3 1-448  ① ③ ① ①②

29 B 北日本         -         - - -       -        -           -               -               - - - - - - - - - - - - - - - - -

30 B 九州           9           2 直営、委託 ブロイラー        24          6 15,000  6～7           5,000 ①② ④ ① ②  ① おがくず  ① おがくず ①②  ①          4.6 1-448  ① ③ ① ①②

31 B 中四国           6           2 直営 ブロイラー        13          5 11,000                 4           4,380 ①②③ ② ① ②  ① のこくず・オガコ  ① のこくず・オガコ ①  ①        22.0 0-450  ① ③ ① ①②

32 L 九州           1         - 直営 レイヤー 2 1 10,000 1 10,000         ③ ① ① ① ④ - ③ - ① - 10 0～480 ① ① ① ①

33 B 中四国           1           2 直営 ブロイラー        29         27 23,500                 5           4,000 ① ④ ① ②  ① 木材チップ  ① 木材チップ ①  ①          5.1 0～448  ① ③ ②③ ①②

34 L 中部           8           2 直営、委託 レイヤー 2        - 4,000 1 6,000           ① ② ① ② ③ - ③ - ① - 20 110～483 ① ③ ② ①②

35 B 北日本           1           1 直営 ブロイラー 2          2 1,400 52 1,400           ① ② ② ② ① モミガラ ① モミガラ 種鶏（135日）導入 - 3.3 450日齢～ ② ② ③ ①

36 L 関東           3           2 - レイヤー 8 7 22,000 5～6 22,000         ③ ② ① - ④ -  ①② おがくず ① - 15 1～490-504  ① なし ② 汚卵傷卵

37 L 中部           6           2 直営、委託 レイヤー 16 6 11,000 13 11,000         ③ ④ ① ② ③④ -  ①② - ① - 11 1～504  ① ① ① ①②

38 B 九州           1           1 直営 ブロイラー        10          6 12,000                 4           4,900 ② ①② ① ②  ② のこくず  ① のこくず ①  ①            5 0～448  ① ③ ① ①②

39 B 北日本         -         - - -       -        -           -               -               - - - - - - - - - - - - - - - - -

40 B 北日本           3         - 直営 ブロイラー        15        - 27,000                 3           5,300  ① ④ ① ②  ① オガ - - ②  ①            6 0～448  ①② ③ ①②③ ①②

41 B 関東           9         - 直営 ブロイラー        70        - 24,000                 7           3,000  ①③ ④ ① ②  ① オガ、もみがら - - ②  ①            6 0～448  ①② ③ ① ①②

42 B 中部         -         - - -       -        -           -               -               - - - - - - - - - - - - - - - - -

43 B 中部           4         - 直営 ブロイラー        18        - 19,000                 4           4,100  ① ④ ① ②  ① オガクズ - - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

44 B 中四国           5         - 直営 ブロイラー        39        - 19,000                 5           3,000  ① ④ ① ②  ① オガクズ - - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

45 B 九州           5         - 直営 ブロイラー        30        - 16,000                 4           2,500  ① ④ ① ②  ① チップ - - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

46 B 九州           7         - 直営 ブロイラー        59        - 17,000                 8           3,000  ① ④ ① ②  ① かんな屑 ① - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

47 B 中四国           3           1 直営 ブロイラー       -        -           -                 7           2,500 ①② ③ ① ②  ① のこくず  ① のこくず ①  ①           13 0～448  ① ③ ② ①

48 L 中四国           2           1 直営 レイヤー 4 2 10,000 2 10,000         ③  ② ① ② ④ -  ③ - ① - - 116～490  ① - ① ①

49 B 中四国           5           2 直営 ブロイラー        14          8 11,000               4.5           3,650 ① ④ ① ②  ① のこくず・オガコ  ① オガコ ①②  ①        4.14 147-434  ① ② ②③ ①②

50 B 中部           2           2 直営 ブロイラー        15          3 5,000～8,000                 6           2,500 ①② ③ ① ②  ① チップ  ① チップ ①  ①           15 0-455  ① ③ ① ①

51 B 九州         10           3 直営 レイヤー・ブロイラー        41         15 10,000～30,000  6～7 3,000～24,000  ①②③ ④ ①  ② ①④ チップ  ① チップ ①②  ①            5 1-450B 1-510LB  ① ①③ ①② ①②

52 B 中四国 3 3 直営・委託 ブロイラー 12 12 5,000 5.0 2,000 ① ③ ② ② ① - ① - ② ① 4 440-470 ① ③ ②③ ①②

53 B 中四国 10 4 直営・委託 ブロイラー 18 11 10,000 6.0 3,500 ① ①②③ ① ② ① - ① オガコ ① ① 20 144-455 ① ③ ①②③ ①②

アンケート調査結果（種鶏孵卵場防疫対策強化事業）
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Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16 Q17 Q18
棟数 導入

ID 種別 地域
種鶏場箇

所数
育成場箇

所数
 種鶏場の運

営
 鶏種

①成鶏
舎棟数

②育成
舎棟数

 1回当たり
導入羽数

 年間導入回
数

 １鶏舎当たり
平均飼養羽

数
種鶏舎構造 鶏舎の新旧

衛生管理区
域の設定

 ネズミ・野鳥の侵
入

 飼養形態
（成鶏）

 ①敷料
飼養形
態（育
成）

①敷料 飼養方式

 光線管理（ブ
ロイラー種

鶏）ダークア
ウト有無

飼育密度
（成鶏）羽
／㎡未満

種鶏の
飼育期

間
 集卵方法

種鶏場
の巣外

卵取り扱
い

種鶏場の汚
卵取り扱い

 種鶏場の種卵
選別

①開放
②セミウィ
ンドレス
③ウィンド
レス

①10年未満
②10～30年
③30年以上
④混在

①設定してい
る
②不完全だ
が設定
③設定してい
ない

 ①ネズミ、野鳥と
もなし
②野鳥はない
が、ネズミはいる
③野鳥、ネズミと
も侵入していた

 ①平飼い式
②低床式平
飼い
③高床式平
飼い
④ケージ式

 ①平飼
い
②高床式
平飼い
③ケージ

 ①育成から成
鶏への移動
②育成からの
立ち上げ

 ①ダークアウ
トあり
②ダークアウ
トなし

 ①自動集卵
②手集卵

①廃棄
②そのまま
使用
③取り扱い
注意の上
で使用

①廃棄
②汚れをこ
すって落とす
③洗浄する
④そのまま使
用

 ①基準重量で選
別
②基準週齢で選
別
③選別していない

1 L 関東  0           1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 B 九州  0  0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

3 B 中四国           9           2 直営 ブロイラー        49          6 8,000               12           2,500  ① ④ ①  ③ 平飼式 -  ① おが粉 ②  ①        0.25 0-450  ① ③ ①② ①②

4 L 中部  0           1 委託 レイヤー 2 2 3,000 1 3,000          ① ② ① ① ② - ③ - ① - - 0～510 ① ① ① ①

5 L 関東           2           2 直１、委託３ レイヤー 5 2 5,000 3～4 5,000          ①② ② ② ② ①③④ おがくず ③ - ② - 7 0～500 ①② ③ ② ①②

6 L 九州           3           1 直営 レイヤー 8 1 4,000 2 4000～5000 ① ②④ ② ② ③ ワイヤーフロア ③ - ① - 3 150～480 ①② ① ② ②

7 B 中四国           4           2 直4,委4 ブロイラー        22          6 4千～1万                 5           1,933 ① ④ ①  ③  ① チップ  ① チップ ①②  ①          3.7 0-450  ① ③ ①② ①

8 B 中部           7           3 直営 ブロイラー  3～8  2～4 10,000                 6  3000～5000 ① ④ ① ②  ① モミガラ  ① モミガラ ①  ①          5.0 448-470  ① ③ ③ ①②

9 L 中部           7           3 直営、委託 レイヤー 18 14 18,000 6 6,200          ③ ③ ① ② ①② モミガラ  ① モミガラ ① - 110 1～483  ① ① ① ①②

10 B 北日本         10         - 直営 ブロイラー        60        - 13,400               7.2           2,230 ② ③ ① ②  ① おが粉  ① おが粉 ②  ①          4.8 1-448  ① ③ ③ ①②

11 B 九州         15           3 直営 ブロイラー        30         12 19,500                 6 ?  ① ③ ①  ③  ① チップ  ① チップ ①  ①           15 1-448  ① ③ ①③ ①②

12 B 中四国         14           3 直営、委託 ブロイラー        18         18 7,000               10 2,500          ①②③ ② ① ② ①② モミガラ・チップ  ① モミガラ ①②  ①            5 1-455 ①② ③ ① ①②

13 L 関東  ◯  ◯ 直営 レイヤー 23 9 1～25,000 20 20,000         ③ ④ ① ② ③④ - ①③ モミガラ・チップ ① - 40 1～500  ① ① ① ①

14 B 北日本         22           1 直営、委託 ブロイラー        73          6 7,000～20,000  1/1.5年           1,000 ①② ②③ ① ②  ① おが粉  ① おが粉 ①②  ①            6 0-455  ① ③ ③ ①②

15 B 九州         17  ◯ - ブロイラー        68        - 21,400  12～13           6,050 ③ ④ ① ②  ① チップ  ① チップ ②  ①          6.1 1-441  ① ② ①②③ ①②

16 L 九州           2           1 直営 レイヤー 4 4 18,000 2～3 18,000         ③  ① ① ② ④ -  ① おがくず ① - 13 1～560  ① 巣外卵なし ② ①②

17 B 中部           4           2 直営、委託 ブロイラー        20         10 5,500                 6           2,750 ① ③ ① ②  ① モミガラ  ① モミガラ ①  ②          4.8 0-448  ① ③ ② ①

18 B 北日本  ◯           2 直営、委託 ブロイラー        56         17 7,000               23 ? ① ④ ① ②  ① モミガラ、おが粉  ① モミガラ、おが粉 ①  ①          5.3 0-455  ① ③ ③ ①②

19 B 北日本           4           2 直営、委託 ブロイラー         8          4 4,000                 9           4,000 ① ④ ① ②  ① おが粉  ① - ①  ①②           15 0-430 ①② ③ ③ ①

20 L 中部           1           1 直営 レイヤー 4 2 9,500 3 8,500          ③ ④ ① ② ③ - ② - ① - 12 80～448 ② ① ① ①

21 B 中部           2           1 直営 ブロイラー        13          4 7,000                 4           3,500 ③ ③ ①  ②  ① チップ  ① チップ ①  ①          4.5 0-448  ① ① ① ①②

22 B 九州         28         13 直営 ブロイラー        74         31 13,000               25           4,000 ①②③ ④ ①  ②  ① のこくず  ① のこくず ①  ①           16 7-448 ①② ① ②③ ①②

23 B           5         - 直営、委託 ブロイラー         7        - 2,540               3.4           2,540 ① ④ ①  ②  ① -  ① - ②  ②            7 1-500 ② ③ ②③ ①

中部 レイヤーブロイラー         5          3 2,540                 3           1,270 ① ④ ①  ②  ① -  ① モミガラ ②  ①            6 1-490  ① ③ ②③ ①

ブロイラー         8          8 2,300                 4           2,300 ① ③ ①  ②  ① チップ  ① チップ ②  ②            5 1-450 ② ③ ②③ ①

24 B 北日本           3           1 直営 ブロイラー        66         11 12,950               12           3,100  ① ③ ①  ②  ① おが粉  ① おが粉 ①  ①           27 0-470  ① ③ ③ ①

25 B 九州         44           2 直営、委託 ブロイラー      136          8 7,500～16,500  1/1年半  3,000～4,000 ① ③ ①  ②  ① かんな屑  ① かんな屑 ①②  ①           15 0-448  ① ①③ ①②③ ①

26 L 北日本           2           1 直営 レイヤー 10 4 7,000～12,000 5～6 7,000～12,000 ③ ④ ② ② ②④ × ①② チップ ② - 15 1～504 ①② ① ① ①②

27 L 関東           1           1 直営 レイヤー 3 1 12,000 2.5 12,000         ①③ ② ① ② ③④ - ② - ① ① 15～22 105～504 ①② ① ① ①②

28 B 北日本         15           5 直営 ブロイラー        54         19 14,600               10           2,450 ②③ ④ ① ②  ① おがくず  ① おがくず ①  ①          5.3 1-448  ① ③ ① ①②

29 B 北日本         -         - - -       -        -           -               -               - - - - - - - - - - - - - - - - -

30 B 九州           9           2 直営、委託 ブロイラー        24          6 15,000  6～7           5,000 ①② ④ ① ②  ① おがくず  ① おがくず ①②  ①          4.6 1-448  ① ③ ① ①②

31 B 中四国           6           2 直営 ブロイラー        13          5 11,000                 4           4,380 ①②③ ② ① ②  ① のこくず・オガコ  ① のこくず・オガコ ①  ①        22.0 0-450  ① ③ ① ①②

32 L 九州           1         - 直営 レイヤー 2 1 10,000 1 10,000         ③ ① ① ① ④ - ③ - ① - 10 0～480 ① ① ① ①

33 B 中四国           1           2 直営 ブロイラー        29         27 23,500                 5           4,000 ① ④ ① ②  ① 木材チップ  ① 木材チップ ①  ①          5.1 0～448  ① ③ ②③ ①②

34 L 中部           8           2 直営、委託 レイヤー 2        - 4,000 1 6,000           ① ② ① ② ③ - ③ - ① - 20 110～483 ① ③ ② ①②

35 B 北日本           1           1 直営 ブロイラー 2          2 1,400 52 1,400           ① ② ② ② ① モミガラ ① モミガラ 種鶏（135日）導入 - 3.3 450日齢～ ② ② ③ ①

36 L 関東           3           2 - レイヤー 8 7 22,000 5～6 22,000         ③ ② ① - ④ -  ①② おがくず ① - 15 1～490-504  ① なし ② 汚卵傷卵

37 L 中部           6           2 直営、委託 レイヤー 16 6 11,000 13 11,000         ③ ④ ① ② ③④ -  ①② - ① - 11 1～504  ① ① ① ①②

38 B 九州           1           1 直営 ブロイラー        10          6 12,000                 4           4,900 ② ①② ① ②  ② のこくず  ① のこくず ①  ①            5 0～448  ① ③ ① ①②

39 B 北日本         -         - - -       -        -           -               -               - - - - - - - - - - - - - - - - -

40 B 北日本           3         - 直営 ブロイラー        15        - 27,000                 3           5,300  ① ④ ① ②  ① オガ - - ②  ①            6 0～448  ①② ③ ①②③ ①②

41 B 関東           9         - 直営 ブロイラー        70        - 24,000                 7           3,000  ①③ ④ ① ②  ① オガ、もみがら - - ②  ①            6 0～448  ①② ③ ① ①②

42 B 中部         -         - - -       -        -           -               -               - - - - - - - - - - - - - - - - -

43 B 中部           4         - 直営 ブロイラー        18        - 19,000                 4           4,100  ① ④ ① ②  ① オガクズ - - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

44 B 中四国           5         - 直営 ブロイラー        39        - 19,000                 5           3,000  ① ④ ① ②  ① オガクズ - - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

45 B 九州           5         - 直営 ブロイラー        30        - 16,000                 4           2,500  ① ④ ① ②  ① チップ - - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

46 B 九州           7         - 直営 ブロイラー        59        - 17,000                 8           3,000  ① ④ ① ②  ① かんな屑 ① - ②  ①            6 1～448  ①② ③ ①②③ ①②

47 B 中四国           3           1 直営 ブロイラー       -        -           -                 7           2,500 ①② ③ ① ②  ① のこくず  ① のこくず ①  ①           13 0～448  ① ③ ② ①

48 L 中四国           2           1 直営 レイヤー 4 2 10,000 2 10,000         ③  ② ① ② ④ -  ③ - ① - - 116～490  ① - ① ①

49 B 中四国           5           2 直営 ブロイラー        14          8 11,000               4.5           3,650 ① ④ ① ②  ① のこくず・オガコ  ① オガコ ①②  ①        4.14 147-434  ① ② ②③ ①②

50 B 中部           2           2 直営 ブロイラー        15          3 5,000～8,000                 6           2,500 ①② ③ ① ②  ① チップ  ① チップ ①  ①           15 0-455  ① ③ ① ①

51 B 九州         10           3 直営 レイヤー・ブロイラー        41         15 10,000～30,000  6～7 3,000～24,000  ①②③ ④ ①  ② ①④ チップ  ① チップ ①②  ①            5 1-450B 1-510LB  ① ①③ ①② ①②

52 B 中四国 3 3 直営・委託 ブロイラー 12 12 5,000 5.0 2,000 ① ③ ② ② ① - ① - ② ① 4 440-470 ① ③ ②③ ①②

53 B 中四国 10 4 直営・委託 ブロイラー 18 11 10,000 6.0 3,500 ① ①②③ ① ② ① - ① オガコ ① ① 20 144-455 ① ③ ①②③ ①②

アンケート調査結果（種鶏孵卵場防疫対策強化事業）
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q20 Q21 Q22 Q29 Q30 Q31 Q32

①移送手段
②移送
形態

③移送時間（分）

オールイ
ンオール
アウトの励

行

鶏舎の洗浄消毒
頻度

鶏舎洗
浄消毒
薬剤

井戸水の
使用

①用途 ②検査消毒
飼料添加
物の給与

①添加
物の種

類

種鶏場でのワク
チン投与

①種類
①ワクチ
ンプログ
ラム

投薬プロ
グラム

有無 ①所属 ①着衣交換
②履き物
交換

③シャワー
励行

鶏舎入室時の手
指消毒

鶏舎毎の飼
育管理者の

分離

種鶏場での
車両消毒

種鶏場での資材消
毒

①農場から直送
②集配車の使用
③その他

①コンテ
ナ
②段
ボール
③その
他

○励行し
ている
×していな
い

①ロット毎の洗
浄消毒
②洗浄消毒でき
ないときもある
③洗浄消毒して
いない

①逆性石けん
②両性石けん
③ホルマリン
④グルタルアル
デヒド
⑤その他

○使用し
ている
×使用し
ていない

①鶏舎洗浄
②給水用
③冷却用
④その他

①検査はやって
いる
②消毒はやって
いる
×やってない

○給与し
ている
×給与し
ていない

①抗酸化剤
②防黴剤
③アミノ酸
④ビタミン
⑤ミネラル
⑥色素
⑦合成抗菌剤
⑧抗生物質
⑨生菌剤
⑩その他

○投与している
×投与していな
い

○いる
×いない

①自社
②組合
③開業
④その他

○している
×していない

○してい
る
×してい
ない

○している
×していな
い

○している
×していない

①完全に分け
ている
②完全ではな
い
③分かていな
い

①必ず消毒
している
②消毒して
いないことも
ある

①必ず消毒してい
る
②消毒していない
こともある

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 30分 ○ ① ①④ ◯ ① ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ - ◯ ◯ ◯ ◯ ② ② ②

② ② - ○ ① ① ◯ ①② ① ◯ ④ × - 別紙 - × - ◯ ◯ ◯ ◯ ① ① ①

① ① 30分 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ① ◯ ③④⑤⑧⑨ × - 記載 記載 ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

① ① 48時間 ○ ① ①③④ ◯ ① × ◯ ①④⑤⑨ ◯ - - - ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

② ① 2時間 ○ ① ① ◯ ① ①② ◯ ①③④⑨ ◯ - 記載 記載 × - ◯ ◯ ◯ × ② ① ②

② ① 0.5～1.5時間 ○ ① ①② ◯ ①②③ × ◯ ①③④⑤ ×（成鶏×） - 別紙 別紙 ◯ ④ × ◯ × ◯ ② ① ②

② ① 24時間 ○ ① ①④⑤ ◯ ①②③ ① ◯ ①②③④⑤⑥⑨ ◯ IB 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 翌日 ○ ① ①④⑤ ◯ ①② ①② ◯ ③⑨ ◯ - 別紙 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ②

② ① 15時間 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ① ◯ ③④⑤⑦⑧⑨ ◯ IB,ND,IBD,POX,AE、ILT。CAV,コリー 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ①
12～48時

間
○ ① ①③④ ◯ ①②③ ①② ◯ ⑨ ◯ IB,ND,IBD,TRT,REO,POX,AE、CAV 記載 - ◯ ① ◯ ◯ × × ③ ① ①

② ①② 48時間 ○ ① ①③④⑤ ◯ ①②③ ①② ◯ ⑨ ◯ IB 別紙 特になし ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 1～2時間 ○ ① ①②③④ ◯ ①② ①② ◯ ①③④⑤ ◯ IB,ND,IBD,TRT,REO,POX,AE,CAV,コクシ,MG,MS 別紙 別紙 ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

② ① 2～3時間 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ① ◯ ①③④⑤⑥⑧⑨⑩ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

② ③台車 7時間 ○ ① ① ◯ ①②③ ①② ◯ ⑤ ◯ IB 別紙 なし ◯ ③ ◯ ◯ × × ② ② ②

② ① 1時間 × ① ①②③④⑤ 農業用水 ① ① × - ◯ - - - ◯ ③ × ◯ × × ② ② ②

② ① 24時間 ○、× ① ①④ ◯ ①② ①② ◯ ③④⑧⑨ ◯ 別紙 別紙 なし ◯ ① ◯ ◯ ○× ◯ ② ① ②

② ① 2時間 × ① ① ◯ - - × 独自プレミックス ◯ - - - ◯ ①③ ◯ ◯ × ◯ ① ① ②

① ③センタートレイ台車 6時間 ○ ① ①③④ ◯ ①② ①② ◯ ③④⑤⑨ ◯ 別紙 別紙 なし ◯ ①③ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 0.5時間 ○ ① ①⑤ヨード ◯ ①②③ ①② × - ◯ 別紙 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

①② ① 1.5時間 ○ ① ①③④ ◯ ①②③ ①② ◯ ③④⑤ ◯ - 記載 状況に合わせて ◯ ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

① ① 最長102時間 ○ ① ① ◯ ①③ ①② ◯ ⑨ ◯ 記載 ◯ ◯ × ◯ ③ ① ②

② ① 0.5時間 ○ ① ⑤ﾊﾟｺﾏ、ETB、ﾀﾅﾍﾞｿﾞｰﾙ × - - ◯ ⑩P-Bio ◯ 記載 ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 × ① ⑤ﾊﾟｺﾏ、ETB、ﾀﾅﾍﾞｿﾞｰﾙ × - - ◯ ④⑨ ◯ NB,IRD,AE,MS.MG,オイルワクチン × ◯ × ◯ ③ ① ①

① ① 1時間 ○ ① ①④⑤トライキル、バイオシッド、ビルコン ◯ ①② ①② ◯ ①③④⑤⑧⑨ ◯ 別紙 別紙 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①⑤ビルコン、ゼクトン × - - ◯ ③④⑤⑧⑨ ◯ 記載 貼付 オキサジン、レバミゾール ◯ ④グループ、KGS ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 2時間 ○ ① ①③ ◯ ①② ①② ◯ ③④⑨ ○ - 記載 なし ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

①② ① - ○ ① ①⑤ ◯ ①②③ ① ◯ ①③④⑤⑥⑨ ○ 別紙 - なし ◯ ① ◯ ◯ ○ ◯ ② ① ②

② ① 24時間 ○ ① ①④タナベゾール、クレンテ、ヘルミン、石灰、ゼクトン ◯ ①② ①② ◯ ⑨ ◯ 別紙 別紙 - ◯ ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 24時間 ○ ① ①④⑤ビルトン、ゼクトン、石灰 ◯ ①②③ ①② ◯ ③⑨ ◯ 別紙 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

② ① 48時間 ○ ① ① ◯ ①②③ ①× ◯ ④⑧ - - 別紙 記載 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①②③④⑤アストップ、ビルコン ◯ ①②③ ①② ◯ ①④⑤⑦⑨ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ① ① ①

② ① 17時間 ○ ① ①④⑤ゾール剤、塩素系 × - - ◯ ③④⑤⑧⑨ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ④動薬卸の獣医 ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 18時間 ○ ① ①③⑤ETB、ビルコン ◯ ①② ③ × - × - 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ - ◯ ② ① ②

① - 0時間 ○ ① ①⑤トライキル ◯ ①② ①③ × - × - - - × - × ◯ × × ③ ② ②

② ③台車 1時間 ○ ① ①③ ◯ ①② ①② ◯ ⑨ ◯ - - - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

② ③トロリー ～2時間 ○ ① ①③ ◯ ①③ ③ ◯ ③④⑤⑥⑦⑨ ◯ 別紙 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ × ③ ① ①

① ① 2時間 ○ ① ①⑤ゾール、ゼルコン、ハイペロックス ◯ ①② ①② ◯ ④⑩酪酸菌 ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 3時間 ○ ① ①②③ ◯ ①②③ ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①②③ ◯ ①②③ ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 1時間 ○ ① ①②③ ◯ ①② ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①②③ ◯ ①② ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 2時間 ○ ① ①②③ ◯ ①② ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 2時間 ○ ① ①②③ ◯ ①②③ ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

① ① 2時間 × ① ① × - - × - × - - - ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

① ③台車 25分 ○ ① ①③⑤CPP × - - ◯ ④ × - 別紙 別紙 ◯ - ◯ ◯ × ◯ ② ② ②

② ①③ホロ車 168時間 ○ ① ⑤ ◯ ①②④ × ◯ ④⑧ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ① × ◯ × × ② ① ②

② ① 60時間 ○ ① ①③⑤ × - - ◯ ③④⑤⑨ ◯ 記載 記載 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 10分～１時間 ○ ① ①③④⑤ ◯ ①② ①② × - ◯ 別紙 別紙 × ◯ ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 1時間以内 × ① ①④⑤ ◯ ①③ ② ◯ ③④⑤⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ③ × ◯ × × ② ①

② ① 0.5～1時間 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ② ◯ ⑨⑩エキストラクト、カンタキサンチン ◯ 記載 別紙 なし ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ①

Q19 Q23 Q24 Q25 Q26
孵卵場への種卵移送 井戸水 飼料添加物

Q27 Q28
ワクチン ワクチンと投薬 管理獣医師 鶏舎への入退室

別紙 ○ ①別紙
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q20 Q21 Q22 Q29 Q30 Q31 Q32

①移送手段
②移送
形態

③移送時間（分）

オールイ
ンオール
アウトの励

行

鶏舎の洗浄消毒
頻度

鶏舎洗
浄消毒
薬剤

井戸水の
使用

①用途 ②検査消毒
飼料添加
物の給与

①添加
物の種

類

種鶏場でのワク
チン投与

①種類
①ワクチ
ンプログ
ラム

投薬プロ
グラム

有無 ①所属 ①着衣交換
②履き物
交換

③シャワー
励行

鶏舎入室時の手
指消毒

鶏舎毎の飼
育管理者の

分離

種鶏場での
車両消毒

種鶏場での資材消
毒

①農場から直送
②集配車の使用
③その他

①コンテ
ナ
②段
ボール
③その
他

○励行し
ている
×していな
い

①ロット毎の洗
浄消毒
②洗浄消毒でき
ないときもある
③洗浄消毒して
いない

①逆性石けん
②両性石けん
③ホルマリン
④グルタルアル
デヒド
⑤その他

○使用し
ている
×使用し
ていない

①鶏舎洗浄
②給水用
③冷却用
④その他

①検査はやって
いる
②消毒はやって
いる
×やってない

○給与し
ている
×給与し
ていない

①抗酸化剤
②防黴剤
③アミノ酸
④ビタミン
⑤ミネラル
⑥色素
⑦合成抗菌剤
⑧抗生物質
⑨生菌剤
⑩その他

○投与している
×投与していな
い

○いる
×いない

①自社
②組合
③開業
④その他

○している
×していない

○してい
る
×してい
ない

○している
×していな
い

○している
×していない

①完全に分け
ている
②完全ではな
い
③分かていな
い

①必ず消毒
している
②消毒して
いないことも
ある

①必ず消毒してい
る
②消毒していない
こともある

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 30分 ○ ① ①④ ◯ ① ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ - ◯ ◯ ◯ ◯ ② ② ②

② ② - ○ ① ① ◯ ①② ① ◯ ④ × - 別紙 - × - ◯ ◯ ◯ ◯ ① ① ①

① ① 30分 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ① ◯ ③④⑤⑧⑨ × - 記載 記載 ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

① ① 48時間 ○ ① ①③④ ◯ ① × ◯ ①④⑤⑨ ◯ - - - ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

② ① 2時間 ○ ① ① ◯ ① ①② ◯ ①③④⑨ ◯ - 記載 記載 × - ◯ ◯ ◯ × ② ① ②

② ① 0.5～1.5時間 ○ ① ①② ◯ ①②③ × ◯ ①③④⑤ ×（成鶏×） - 別紙 別紙 ◯ ④ × ◯ × ◯ ② ① ②

② ① 24時間 ○ ① ①④⑤ ◯ ①②③ ① ◯ ①②③④⑤⑥⑨ ◯ IB 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 翌日 ○ ① ①④⑤ ◯ ①② ①② ◯ ③⑨ ◯ - 別紙 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ②

② ① 15時間 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ① ◯ ③④⑤⑦⑧⑨ ◯ IB,ND,IBD,POX,AE、ILT。CAV,コリー 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ①
12～48時

間
○ ① ①③④ ◯ ①②③ ①② ◯ ⑨ ◯ IB,ND,IBD,TRT,REO,POX,AE、CAV 記載 - ◯ ① ◯ ◯ × × ③ ① ①

② ①② 48時間 ○ ① ①③④⑤ ◯ ①②③ ①② ◯ ⑨ ◯ IB 別紙 特になし ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 1～2時間 ○ ① ①②③④ ◯ ①② ①② ◯ ①③④⑤ ◯ IB,ND,IBD,TRT,REO,POX,AE,CAV,コクシ,MG,MS 別紙 別紙 ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

② ① 2～3時間 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ① ◯ ①③④⑤⑥⑧⑨⑩ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

② ③台車 7時間 ○ ① ① ◯ ①②③ ①② ◯ ⑤ ◯ IB 別紙 なし ◯ ③ ◯ ◯ × × ② ② ②

② ① 1時間 × ① ①②③④⑤ 農業用水 ① ① × - ◯ - - - ◯ ③ × ◯ × × ② ② ②

② ① 24時間 ○、× ① ①④ ◯ ①② ①② ◯ ③④⑧⑨ ◯ 別紙 別紙 なし ◯ ① ◯ ◯ ○× ◯ ② ① ②

② ① 2時間 × ① ① ◯ - - × 独自プレミックス ◯ - - - ◯ ①③ ◯ ◯ × ◯ ① ① ②

① ③センタートレイ台車 6時間 ○ ① ①③④ ◯ ①② ①② ◯ ③④⑤⑨ ◯ 別紙 別紙 なし ◯ ①③ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 0.5時間 ○ ① ①⑤ヨード ◯ ①②③ ①② × - ◯ 別紙 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

①② ① 1.5時間 ○ ① ①③④ ◯ ①②③ ①② ◯ ③④⑤ ◯ - 記載 状況に合わせて ◯ ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

① ① 最長102時間 ○ ① ① ◯ ①③ ①② ◯ ⑨ ◯ 記載 ◯ ◯ × ◯ ③ ① ②

② ① 0.5時間 ○ ① ⑤ﾊﾟｺﾏ、ETB、ﾀﾅﾍﾞｿﾞｰﾙ × - - ◯ ⑩P-Bio ◯ 記載 ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 × ① ⑤ﾊﾟｺﾏ、ETB、ﾀﾅﾍﾞｿﾞｰﾙ × - - ◯ ④⑨ ◯ NB,IRD,AE,MS.MG,オイルワクチン × ◯ × ◯ ③ ① ①

① ① 1時間 ○ ① ①④⑤トライキル、バイオシッド、ビルコン ◯ ①② ①② ◯ ①③④⑤⑧⑨ ◯ 別紙 別紙 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①⑤ビルコン、ゼクトン × - - ◯ ③④⑤⑧⑨ ◯ 記載 貼付 オキサジン、レバミゾール ◯ ④グループ、KGS ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 2時間 ○ ① ①③ ◯ ①② ①② ◯ ③④⑨ ○ - 記載 なし ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ②

①② ① - ○ ① ①⑤ ◯ ①②③ ① ◯ ①③④⑤⑥⑨ ○ 別紙 - なし ◯ ① ◯ ◯ ○ ◯ ② ① ②

② ① 24時間 ○ ① ①④タナベゾール、クレンテ、ヘルミン、石灰、ゼクトン ◯ ①② ①② ◯ ⑨ ◯ 別紙 別紙 - ◯ ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 24時間 ○ ① ①④⑤ビルトン、ゼクトン、石灰 ◯ ①②③ ①② ◯ ③⑨ ◯ 別紙 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

② ① 48時間 ○ ① ① ◯ ①②③ ①× ◯ ④⑧ - - 別紙 記載 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①②③④⑤アストップ、ビルコン ◯ ①②③ ①② ◯ ①④⑤⑦⑨ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ① ① ①

② ① 17時間 ○ ① ①④⑤ゾール剤、塩素系 × - - ◯ ③④⑤⑧⑨ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ④動薬卸の獣医 ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 18時間 ○ ① ①③⑤ETB、ビルコン ◯ ①② ③ × - × - 記載 記載 ◯ ① ◯ ◯ - ◯ ② ① ②

① - 0時間 ○ ① ①⑤トライキル ◯ ①② ①③ × - × - - - × - × ◯ × × ③ ② ②

② ③台車 1時間 ○ ① ①③ ◯ ①② ①② ◯ ⑨ ◯ - - - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ③ ① ①

② ③トロリー ～2時間 ○ ① ①③ ◯ ①③ ③ ◯ ③④⑤⑥⑦⑨ ◯ 別紙 別紙 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ × ③ ① ①

① ① 2時間 ○ ① ①⑤ゾール、ゼルコン、ハイペロックス ◯ ①② ①② ◯ ④⑩酪酸菌 ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 3時間 ○ ① ①②③ ◯ ①②③ ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①②③ ◯ ①②③ ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② ① 1時間 ○ ① ①②③ ◯ ①② ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 1時間 ○ ① ①②③ ◯ ①② ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 2時間 ○ ① ①②③ ◯ ①② ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

② ① 2時間 ○ ① ①②③ ◯ ①②③ ①② ◯ ④⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

① ① 2時間 × ① ① × - - × - × - - - ◯ ① ◯ ◯ × ◯ ② ① ①

① ③台車 25分 ○ ① ①③⑤CPP × - - ◯ ④ × - 別紙 別紙 ◯ - ◯ ◯ × ◯ ② ② ②

② ①③ホロ車 168時間 ○ ① ⑤ ◯ ①②④ × ◯ ④⑧ ◯ 記載 記載 記載 ◯ ① × ◯ × × ② ① ②

② ① 60時間 ○ ① ①③⑤ × - - ◯ ③④⑤⑨ ◯ 記載 記載 - ◯ ① ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 10分～１時間 ○ ① ①③④⑤ ◯ ①② ①② × - ◯ 別紙 別紙 × ◯ ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ① ①

② ① 1時間以内 × ① ①④⑤ ◯ ①③ ② ◯ ③④⑤⑧ ◯ 別紙 別紙 別紙 ◯ ③ × ◯ × × ② ①

② ① 0.5～1時間 ○ ① ①④ ◯ ①②③ ② ◯ ⑨⑩エキストラクト、カンタキサンチン ◯ 記載 別紙 なし ◯ ③ ◯ ◯ × ◯ ② ①

Q19 Q23 Q24 Q25 Q26
孵卵場への種卵移送 井戸水 飼料添加物

Q27 Q28
ワクチン ワクチンと投薬 管理獣医師 鶏舎への入退室

別紙 ○ ①別紙
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q33 Q34 Q35 Q37 Q38 Q39 Q40 Q43 Q44

AIの発生履歴 種鶏場での防疫対策（重視している所）
孵卵場で
の動線管

理

①着
衣交
換

②履き物
交換

③
シャ
ワー
励行

各部屋
での手
指消毒
励行

孵卵機
種と台数

月間入卵
規模

孵卵機の
新旧

①自動
検卵装
置

②チック
カウン
ター

①イ
ノボ
の保
有

②イ
ノボ
の使
用

③マレ
クター
の保有

④マレク
ターの
使用

⑤ＩＢ用
散霧装
置の保
有

⑥ＩＢ用
散霧装
置の使
用

⑦大腸
菌用生
ワク噴
霧装置
保有

⑧大腸
菌用生
ワク噴
霧装置
使用

⑨生
菌剤
用散
霧装
置保

⑩生菌
剤用散
霧装置
使用

孵卵施
設の洗
浄消毒
頻度

孵卵施設の
洗浄消毒で
の薬剤

有無 ①消毒法
②ア．薬

剤
イ．濃度(%)

①過去に自社で経
験している
②近隣(10km以内)
で発生したことがあ
る
③全くない

①厳密に実
施
②行ってい
るが、厳密
ではない
③行ってい
ない

○して
いる
×して
いな
い

○してい
る
×してい
ない

○し
てい
る
×し
てい
ない

○励行
してい
る
×して
いない

①最新
②老朽化
が顕著
③新旧混
在

○保有
している
×してい
ない

○保有
している
×して
いない

○保
有し
てい
る
×し
てい
ない

○使
用し
てい
る
×し
てい
ない

○保有
してい
る
×して
いない

○使用
している
×して
いない

○保有
してい
る
×して
いない

○使用
してい
る
×して
いない

○保有
している
×してい
ない

○使用
している
×して
いない

○保
有して
いる
×して
いない

○使用
してい
る
×して
いない

①ロット
毎に洗
浄消毒
②洗浄
消毒でき
ない時も
ある

①逆性石けん
②両性石けん
③ホルマリン
④グルタルア
ルデヒド
⑤その他

○実施し
ている
×してい
ない

①燻蒸
②浸漬
③その
他

①逆性石け
ん
②両性石け
ん
③ホルマリ
ン
④グルタル
アルデヒド
⑤その他

- - 完全でない ◯ ◯ × ◯ S１０ 25,000 混在 × × - - ◯ ◯ × - × - × - ① ◯ ① ①②③ 0.005

- - ① ◯ ◯ ◯ ◯ M4,S2 450,000 ① ◯ × × - ◯ ◯ × - × - × - ① ①③⑤ヘルミン ◯ ① ⑤ヘルミン 100

③ - ② ◯ ◯ × ◯ M16,S3 1,700,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①④⑥ビルコン × - ④ -

③ オール、消毒、SE検査 ② ◯ ◯ × ◯ S24 223,000 ③ × × × - × - ◯ ◯ × - × - ① ①③ ◯ ① ③ -

③ 立入禁止、石灰、ネズミ ② ◯ ◯ × ◯ M4,S16 500,000 ② × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①③ ◯ ① ③ -

③ 石灰、足下注意 ② ◯ ◯ × × M6,S1 500,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①②③④ ◯ ① - -

③ 入場者限定 ② ◯ ◯ × ◯ M10 1,030,000 ② × ◯ × - ◯ ◯ - - × - ◯ ◯ - ①③ ◯ ③噴霧 ④ -

② オール、制限 ② ◯ ◯ × ◯ M8,S23 1,000,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - - - ② ①②③ × - ④ 25

③ 鶏舎補修、入場時消毒 ② ◯ ◯ ◯ ◯ M18 2,300,000 ① ◯ ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ② ①③④ ◯ ①② ①④ 逆500倍、ｸﾞﾙ6cｃ/㎡

③ 交差汚染防止、制限、防鳥防鼠 ② ◯ ◯ ◯ ◯ M12 1,512,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ × - × - ① ①③ × - - -

③ 人の立入制限 ② ◯ ◯ × ◯ M17 2,203,200 ② ◯ ◯ ◯ - ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①④ × - - -

③ AI対策、飲水、ネット、長靴交換 ① ◯ ◯ × ◯ M13 1,500,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × × - ① ①④ × - - -

② 基準の遵守、野鳥等対策 ② ◯ ◯ × ◯ M11,S64 4,700,000 ③ × ◯ × - ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ①④ × - ④ ｸﾞﾙ0.6%

② 基本徹底、情報提供、注意喚起 ② ◯ ◯ × ◯ M26 2,920,000 ②③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①②③ × - ① 500倍

③ 防疫手順遵守、防鳥ネット、ワクチン感作確認、教育 ② ◯ ◯ ◯ ◯ S5 44,004 ① ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③⑤ハイペロ × - ⑤ 10%

①② ネズミ駆除、靴交換、防鳥 ① ◯ ◯ ◯ × S16 1,000,000 ① ◯ × × - ◯ × ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①③ ◯ ① ③ -

② 出入口に石灰、防鳥ネット、ネズミとり ③ ◯ ◯ × ◯ S52 640,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ① ①②③④⑤ ◯ ① ①③ 500倍

③ 車両消毒 ② ◯ ◯ × ◯ M20 2,000,000 ③ ◯ × ◯ ◯ × × ◯ ◯ × × × × ① ①④ × ① ④ -

② - ② ◯ ◯ × ◯ M12 800,000 ① × × × × ◯ ◯ ◯ × × × × × ① ① ◯ ① ①③ -

③ 入場制限、車両消毒、シャワー、石灰 ② ◯ ◯ ◯ ◯ M5 50,000 ② × × × - ◯ ◯ × - × - × - ① ①③ × - - -

③ シャワー、履き物交換 ② ◯ ◯ ◯ × M - ② × ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × × × - ② ① ◯ ③洗卵 ① 0.5

② 記載 ② ◯ ◯ ◯ ◯
M34,S14

0
5,200,000 ③ × ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③④ ◯ ① ③ 20%

① -

① 場内消毒、ミズノ塩素消毒

① 飲水消毒、石灰、防鳥ネット

③ すきま穴ふさぎ、石灰、人・物の消毒 ② ◯ ◯ × ◯ M12,S6 725,760 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × × - ② ①②④ × - - -

② 小動物侵入防止、石灰、部外者禁止 ① ◯ ◯ × ◯ M29 3,000,000 ③ × ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ① ①④ ◯ ② ① 500倍

③ 着替え、履き替え、洗浄消毒、環境整備、補修 ① ◯ ◯ ◯ ◯ S12 1,000,000 ① ◯ ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ① ◯ ① ③ -

③ 人・物の制限、消毒、野鳥等の侵入防止、定期的ワクチン ② ◯ ◯ ◯ ◯ S36 2,000,000 - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①③⑤ ◯ ① ③ -

③ 車両消毒、シャワー、着替え ① ◯ ◯ ◯ ◯ M14 1,800,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ① ◯ ② ① 0.1%

- - ① ◯ ◯ ◯ ◯ M9 1,360,000 ① ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ × - × - ① ① ◯ ② ① 0.1%

② 消毒、野鳥対策、シャワー ① ◯ ◯ ◯ ◯ M18 2,000,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ②⑤ × - - -

③ 入退記録、石灰、防鳥ネット ① ◯ ◯ × ◯ M6 786,240 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ① ◯ ① ③ 12ml/㎡

③ 着衣履き物交換、シャワー、個別管理者、車両消毒、動線管理 ① ◯ ◯ ◯ ◯ M8 550,000 ② × × × - × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ① ①②③④⑤アストップ、ビルコン ◯ ① ③ 40ml、マイトレス

③ - ② ◯ ◯ × ◯ M10,S14 1,630,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③ × - - -

③ 踏み込み、手指消毒、靴衣類交換、害虫駆除、石灰 ② ◯ ◯ × ◯ S14 900,000 ① × ◯ × - ◯ ◯ × - × - × - ① ①③⑤微酸性電解水 ◯ ① ③ 37%

③ - ③ ◯ ◯ × ◯ S2 8,000 ① × × × - × - × - × - × - ① ⑤クリアキル ◯ ② ⑤クリアキル -

③ オールアウト語サルモネラ検査、洗浄消毒、検査 ② ◯ ◯ × ◯ S48 2,250,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ① ①②④ × - - -

③ - ② ◯ ◯ ◯ ◯ S84 5,900,000 ②③ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ① ①③④ ◯ ① ③ 37%

① 場内消毒、作業員区別 ② × ◯ × ◯ M9 1,049,000 ② × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③ ◯ ① ⑤ハイペロックス 10%

- - ③ ◯ ◯ × ◯ M17 1,660,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

② オールインオールアウト、防疫期間、消毒日、点検日 ③ ◯ ◯ × ◯ M4、S22 720,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

③ オールインオールアウト、防疫期間、消毒日、点検日 ③ ◯ ◯ × ◯ M10 1,000,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

- - ③ ◯ ◯ × ◯
M12、
S10

870,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①② × - - -

② 全農場立上方式、オールインオールアウト、防疫強化期間 ③ ◯ ◯ × ◯ M7 680,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

③ 全農場立上方式、オールインオールアウト、防疫強化期間、一斉点検、一斉消毒 ③ ◯ ◯ × ◯ M6、S12 770,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

③ 全農場立上方式、オールインオールアウト、防疫強化期間、一斉点検、一斉消毒 ③ ◯ ◯ × ◯ M7 870,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

①② オールインオールアウト、防疫強化期間、一斉点検、一斉消毒 ③ ◯ ◯ × ◯ M12 1,170,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

① 石灰 ② ◯ ◯ × × M6 700,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ① × - - -

③ 消毒強化、環境整備、侵入防 ② ◯ ◯ × ◯ S37 900,000 ③ × × × - × - ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①④ ◯ ① ③ -

② 入退記録、移動制限 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② 入場者制限、シャワー、敷地内消毒、石灰 ② ◯ ◯ × ◯ M6 600,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①③⑤ × - - -

② 人ものの消毒徹底 ① ◯ ◯ ◯ ◯ M30 26,504 ① ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①② × - ⑤オゾン水 -

② ③ 移動制限、野鳥糞の接触禁止 ② × ◯ × ◯ S46 48 ② × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①④ ◯ ③細霧 ④

② ③ 消毒 ① ◯ ◯ × ◯ M11 1,280,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①③ ◯ ① ③

Q42Q36 Q41
孵卵舎への入退室 ワクチン接種機等

② × ◯ × ◯ S41 500,000 ② × ◯ ◯ × -× × - ◯ ◯ ◯ -× ① ①③④ × - -

Q45
種卵受入時の種卵消毒
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q33 Q34 Q35 Q37 Q38 Q39 Q40 Q43 Q44

AIの発生履歴 種鶏場での防疫対策（重視している所）
孵卵場で
の動線管

理

①着
衣交
換

②履き物
交換

③
シャ
ワー
励行

各部屋
での手
指消毒
励行

孵卵機
種と台数

月間入卵
規模

孵卵機の
新旧

①自動
検卵装
置

②チック
カウン
ター

①イ
ノボ
の保
有

②イ
ノボ
の使
用

③マレ
クター
の保有

④マレク
ターの
使用

⑤ＩＢ用
散霧装
置の保
有

⑥ＩＢ用
散霧装
置の使
用

⑦大腸
菌用生
ワク噴
霧装置
保有

⑧大腸
菌用生
ワク噴
霧装置
使用

⑨生
菌剤
用散
霧装
置保

⑩生菌
剤用散
霧装置
使用

孵卵施
設の洗
浄消毒
頻度

孵卵施設の
洗浄消毒で
の薬剤

有無 ①消毒法
②ア．薬

剤
イ．濃度(%)

①過去に自社で経
験している
②近隣(10km以内)
で発生したことがあ
る
③全くない

①厳密に実
施
②行ってい
るが、厳密
ではない
③行ってい
ない

○して
いる
×して
いな
い

○してい
る
×してい
ない

○し
てい
る
×し
てい
ない

○励行
してい
る
×して
いない

①最新
②老朽化
が顕著
③新旧混
在

○保有
している
×してい
ない

○保有
している
×して
いない

○保
有し
てい
る
×し
てい
ない

○使
用し
てい
る
×し
てい
ない

○保有
してい
る
×して
いない

○使用
している
×して
いない

○保有
してい
る
×して
いない

○使用
してい
る
×して
いない

○保有
している
×してい
ない

○使用
している
×して
いない

○保
有して
いる
×して
いない

○使用
してい
る
×して
いない

①ロット
毎に洗
浄消毒
②洗浄
消毒でき
ない時も
ある

①逆性石けん
②両性石けん
③ホルマリン
④グルタルア
ルデヒド
⑤その他

○実施し
ている
×してい
ない

①燻蒸
②浸漬
③その
他

①逆性石け
ん
②両性石け
ん
③ホルマリ
ン
④グルタル
アルデヒド
⑤その他

- - 完全でない ◯ ◯ × ◯ S１０ 25,000 混在 × × - - ◯ ◯ × - × - × - ① ◯ ① ①②③ 0.005

- - ① ◯ ◯ ◯ ◯ M4,S2 450,000 ① ◯ × × - ◯ ◯ × - × - × - ① ①③⑤ヘルミン ◯ ① ⑤ヘルミン 100

③ - ② ◯ ◯ × ◯ M16,S3 1,700,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①④⑥ビルコン × - ④ -

③ オール、消毒、SE検査 ② ◯ ◯ × ◯ S24 223,000 ③ × × × - × - ◯ ◯ × - × - ① ①③ ◯ ① ③ -

③ 立入禁止、石灰、ネズミ ② ◯ ◯ × ◯ M4,S16 500,000 ② × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①③ ◯ ① ③ -

③ 石灰、足下注意 ② ◯ ◯ × × M6,S1 500,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①②③④ ◯ ① - -

③ 入場者限定 ② ◯ ◯ × ◯ M10 1,030,000 ② × ◯ × - ◯ ◯ - - × - ◯ ◯ - ①③ ◯ ③噴霧 ④ -

② オール、制限 ② ◯ ◯ × ◯ M8,S23 1,000,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - - - ② ①②③ × - ④ 25

③ 鶏舎補修、入場時消毒 ② ◯ ◯ ◯ ◯ M18 2,300,000 ① ◯ ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ② ①③④ ◯ ①② ①④ 逆500倍、ｸﾞﾙ6cｃ/㎡

③ 交差汚染防止、制限、防鳥防鼠 ② ◯ ◯ ◯ ◯ M12 1,512,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ × - × - ① ①③ × - - -

③ 人の立入制限 ② ◯ ◯ × ◯ M17 2,203,200 ② ◯ ◯ ◯ - ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①④ × - - -

③ AI対策、飲水、ネット、長靴交換 ① ◯ ◯ × ◯ M13 1,500,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × × - ① ①④ × - - -

② 基準の遵守、野鳥等対策 ② ◯ ◯ × ◯ M11,S64 4,700,000 ③ × ◯ × - ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ② ①④ × - ④ ｸﾞﾙ0.6%

② 基本徹底、情報提供、注意喚起 ② ◯ ◯ × ◯ M26 2,920,000 ②③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①②③ × - ① 500倍

③ 防疫手順遵守、防鳥ネット、ワクチン感作確認、教育 ② ◯ ◯ ◯ ◯ S5 44,004 ① ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③⑤ハイペロ × - ⑤ 10%

①② ネズミ駆除、靴交換、防鳥 ① ◯ ◯ ◯ × S16 1,000,000 ① ◯ × × - ◯ × ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①③ ◯ ① ③ -

② 出入口に石灰、防鳥ネット、ネズミとり ③ ◯ ◯ × ◯ S52 640,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ① ①②③④⑤ ◯ ① ①③ 500倍

③ 車両消毒 ② ◯ ◯ × ◯ M20 2,000,000 ③ ◯ × ◯ ◯ × × ◯ ◯ × × × × ① ①④ × ① ④ -

② - ② ◯ ◯ × ◯ M12 800,000 ① × × × × ◯ ◯ ◯ × × × × × ① ① ◯ ① ①③ -

③ 入場制限、車両消毒、シャワー、石灰 ② ◯ ◯ ◯ ◯ M5 50,000 ② × × × - ◯ ◯ × - × - × - ① ①③ × - - -

③ シャワー、履き物交換 ② ◯ ◯ ◯ × M - ② × ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × × × - ② ① ◯ ③洗卵 ① 0.5

② 記載 ② ◯ ◯ ◯ ◯
M34,S14

0
5,200,000 ③ × ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③④ ◯ ① ③ 20%

① -

① 場内消毒、ミズノ塩素消毒

① 飲水消毒、石灰、防鳥ネット

③ すきま穴ふさぎ、石灰、人・物の消毒 ② ◯ ◯ × ◯ M12,S6 725,760 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × × - ② ①②④ × - - -

② 小動物侵入防止、石灰、部外者禁止 ① ◯ ◯ × ◯ M29 3,000,000 ③ × ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ① ①④ ◯ ② ① 500倍

③ 着替え、履き替え、洗浄消毒、環境整備、補修 ① ◯ ◯ ◯ ◯ S12 1,000,000 ① ◯ ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ① ◯ ① ③ -

③ 人・物の制限、消毒、野鳥等の侵入防止、定期的ワクチン ② ◯ ◯ ◯ ◯ S36 2,000,000 - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①③⑤ ◯ ① ③ -

③ 車両消毒、シャワー、着替え ① ◯ ◯ ◯ ◯ M14 1,800,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ① ◯ ② ① 0.1%

- - ① ◯ ◯ ◯ ◯ M9 1,360,000 ① ◯ ◯ ◯ ◯ × - ◯ ◯ × - × - ① ① ◯ ② ① 0.1%

② 消毒、野鳥対策、シャワー ① ◯ ◯ ◯ ◯ M18 2,000,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ②⑤ × - - -

③ 入退記録、石灰、防鳥ネット ① ◯ ◯ × ◯ M6 786,240 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ① ◯ ① ③ 12ml/㎡

③ 着衣履き物交換、シャワー、個別管理者、車両消毒、動線管理 ① ◯ ◯ ◯ ◯ M8 550,000 ② × × × - × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ① ①②③④⑤アストップ、ビルコン ◯ ① ③ 40ml、マイトレス

③ - ② ◯ ◯ × ◯ M10,S14 1,630,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③ × - - -

③ 踏み込み、手指消毒、靴衣類交換、害虫駆除、石灰 ② ◯ ◯ × ◯ S14 900,000 ① × ◯ × - ◯ ◯ × - × - × - ① ①③⑤微酸性電解水 ◯ ① ③ 37%

③ - ③ ◯ ◯ × ◯ S2 8,000 ① × × × - × - × - × - × - ① ⑤クリアキル ◯ ② ⑤クリアキル -

③ オールアウト語サルモネラ検査、洗浄消毒、検査 ② ◯ ◯ × ◯ S48 2,250,000 ③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ① ①②④ × - - -

③ - ② ◯ ◯ ◯ ◯ S84 5,900,000 ②③ ◯ ◯ × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ① ①③④ ◯ ① ③ 37%

① 場内消毒、作業員区別 ② × ◯ × ◯ M9 1,049,000 ② × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①③ ◯ ① ⑤ハイペロックス 10%

- - ③ ◯ ◯ × ◯ M17 1,660,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

② オールインオールアウト、防疫期間、消毒日、点検日 ③ ◯ ◯ × ◯ M4、S22 720,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

③ オールインオールアウト、防疫期間、消毒日、点検日 ③ ◯ ◯ × ◯ M10 1,000,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

- - ③ ◯ ◯ × ◯
M12、
S10

870,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①② × - - -

② 全農場立上方式、オールインオールアウト、防疫強化期間 ③ ◯ ◯ × ◯ M7 680,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

③ 全農場立上方式、オールインオールアウト、防疫強化期間、一斉点検、一斉消毒 ③ ◯ ◯ × ◯ M6、S12 770,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

③ 全農場立上方式、オールインオールアウト、防疫強化期間、一斉点検、一斉消毒 ③ ◯ ◯ × ◯ M7 870,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

①② オールインオールアウト、防疫強化期間、一斉点検、一斉消毒 ③ ◯ ◯ × ◯ M12 1,170,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ①②③ × - - -

① 石灰 ② ◯ ◯ × × M6 700,000 ③ × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ② ① × - - -

③ 消毒強化、環境整備、侵入防 ② ◯ ◯ × ◯ S37 900,000 ③ × × × - × - ◯ ◯ × - ◯ ◯ ① ①④ ◯ ① ③ -

② 入退記録、移動制限 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

② 入場者制限、シャワー、敷地内消毒、石灰 ② ◯ ◯ × ◯ M6 600,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①③⑤ × - - -

② 人ものの消毒徹底 ① ◯ ◯ ◯ ◯ M30 26,504 ① ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①② × - ⑤オゾン水 -

② ③ 移動制限、野鳥糞の接触禁止 ② × ◯ × ◯ S46 48 ② × × × - ◯ ◯ ◯ ◯ × - × - ① ①④ ◯ ③細霧 ④

② ③ 消毒 ① ◯ ◯ × ◯ M11 1,280,000 ② ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × - × - ① ①③ ◯ ① ③

Q42Q36 Q41
孵卵舎への入退室 ワクチン接種機等

② × ◯ × ◯ S41 500,000 ② × ◯ ◯ × -× × - ◯ ◯ ◯ -× ① ①③④ × - -

Q45
種卵受入時の種卵消毒
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

ウ．時間(分）

60

30

14

15

50

-

20

30

逆2、ｸﾞﾙ20

-

-

-

ｸﾞﾙ30

2分

120分

60

5分

20～30分

-

-

30分

15分

-

2分

20分

15分

2分

2分

-

15分

30

-

40

-

-

20

30

-

-

-

-

-

-

-

-

-

60

-

-

-

水３ヘルミン１緩衝１

10%

-
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

ウ．時間(分）

60

30

14

15

50

-

20

30

逆2、ｸﾞﾙ20

-

-

-

ｸﾞﾙ30

2分

120分

60

5分

20～30分

-

-

30分

15分

-

2分

20分

15分

2分

2分

-

15分

30

-

40

-

-

20

30

-

-

-

-

-

-

-

-

-

60

-

-

-

水３ヘルミン１緩衝１

10%

-
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q48 Q49 Q50 Q51 Q52 Q53 Q54 Q56 Q57 Q58

井戸水
の使用

①用途
②検査消

毒
実施

 ①最大
期間

 温度(℃） 消毒方法 消毒薬剤 加湿方法

プレ
ウォー
ム、プレイ
ンキュ
ベートの

卵重・週
齢による
孵卵時間
の調節

温度セン
サーの
キャリブ
レーション
頻度

発生状態
による孵
卵調整

空調の実
施

①何を使
用

空気清浄
機の使用

保管時間
ひなコンテ
ナの管理

①輸送時間
②温度制
御

③何℃か
④ＣＯ２制
御

⑤ＣＯ２制
御
（何％？）

⑥湿度の
記録

⑦車両運
送時刻の
記録

⑧着死羽
数の記録

①受入時
点での農
場側コメン
ト

②日時経過
後の情報
（死亡羽
数、体重
等）

○使用
してい
る
×して
いない

①水冷
②加湿
③洗浄用
④飲用
⑤その他

①検査はやっ
ている
②消毒はやっ
ている
③やってない

○実施して
いる
×していな
い

①噴霧
②燻蒸
③蒸散
④その他

①逆性石け
ん
②両性石け
ん
③ホルマリ
ン
④グルタル
アルデヒド
⑤その他

①プレウォー
ム実施
②プレイン
キュベート実
施
③実施せず

○実施し
ている
×してい
ない

①温度の
調整
②湿度の
調整
③その他
×してい
ない

○実施し
ている
×してい
ない

①エアコ
ン
②その他

○使用し
ている
×してい
ない

○実施し
ている
×してい
ない

○実施し
ている
×してい
ない

○記録し
ている
×してい
ない

○記録し
ている
×してい
ない

○記録し
ている
×してい
ない

○ある
×ない

①ある
②ない

１週間 22℃ ① ①②③ 自動噴霧 ③ × - ①② ◯ ① × １０時間 段ボール箱 ３０分～１時間 × - × - ◯ × × × ×

× - - × - - ① ① - ③ ◯ - ①② ◯ ① × 5～7時間 洗浄機 １～２時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ① ◯ １週間 15℃ ② ④ - ① ◯ - ①② ◯ ① × 16-20時間 - 0.4～4時間 ◯ 26～27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ⑤多目的 ① ◯ 12日 17℃ ② ① - ③ × - × × - × 12時間 洗浄消毒 納品先による ◯ 28 × - × ◯ × × ×

◯ ①②③ ① ◯ 3週間 13℃ ① ③ 氷鮮庫 ③ × - ①② ◯ ① × 20時間 洗浄消毒 10分～5時間 不完全 - × - × × ◯ × ×

× - - ◯ 3週間 15℃ ③ ⑤オゾン 散水 ① ◯ - ①② ◯ ① × 12～24時間 - 1～7時間 ◯ 25 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ① ③ ◯ - - ④散霧 ① 噴霧 - × - × ◯ ① × 20-24時間 水洗消毒 0.5～6時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 10日 16～18℃ ① ① 加湿器 ① ◯ - ① ◯ ① × 1-15時間 - 0.5～5時間 ◯ 25～27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 4週間 11℃ ① ①⑤オゾン 機械による自動 ① ◯ - ① ◯ ① × 6～15時間 - 2～18時間 ◯ 25～30 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ １週間 15℃ ④散布 ① アキミスト ① × 1回／月 ①② ◯ ① × 1-3時間 翌日水洗消毒 1～1.5時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ １週間 15℃ ① ① アキミスト ① ◯ 1回／月 ①② ◯ ① × 4-20時間 洗浄後に乾燥 1～3時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ × ×

◯ ①②③④ ① ◯ 2週間 15℃ ① ①④ ソニミスト、自動加湿 ① ◯ 1回／3カ月 ① ◯ ① × 1-24時間 洗浄、消毒、乾燥、保管 0.5～4時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ① ◯ 3週間 16℃ ① ① 超音波加湿器 ① ◯ 入卵毎 ① ◯ ① × 2～12時間 散霧消毒→洗浄→煙霧消毒 2～17時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ×

◯ ③ ① ◯ 3週間 15℃ ① ①③ 加湿器 ③ ◯ 日々確認 ① ◯ ① × 1-24時間 洗浄、消毒、乾燥、保管 1～6時間 ◯ 27 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ① ◯ 2週間 15℃ ③ ① 3 ～4回床面散水 ①② × - ①② ◯ ① × 1-2時間 毎日水洗消毒 15分～2時間 ◯ 25 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ①② ◯ 3週間 10℃ × ① 細霧方式 ② ◯ × ③入卵時間調整 ◯ ①②床暖房 × 17～20時間 洗浄消毒乾燥 1～8時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ × ◯

◯ ③ ① ◯ 4週間 13℃ ② ①③ 散水 ① ◯ ２回/週 ① ◯ ①②ガスヒーター × 3-18時間 消毒後、保管室 0.25～12時間 × 27 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ① ◯ 3週間 14℃ ① ① 加湿器 ① ◯ 1回／3カ月 温度 ◯ ①②ストーブ × 12-15時間 水洗消毒 1～3時間 ◯ 27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ - - ◯ 1.5週間 17℃ ①② ①③ - - ◯ - ◯ ◯ ① ○ ～20時間 回収洗浄消毒 ～2時間 ○ - × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ - ◯ 3週間 16℃ ④（洗浄） ① 加湿器 ①② ◯ 1回／月 × ◯ ① × 8～18時間 コンテナ使用せず 4～24時間 ◯ 25～30 × - × ◯ ◯ ◯ ○

◯ ③ ①② ◯ 2週間 16℃ - - - ① × - × ◯ ① × 1～5時間 - 2～10時間 ◯ - ◯ - ◯ ◯ ◯ × ◯

◯ ①②③ ①② ◯ 3週間 12℃ ① ①③④ 散水、噴霧、バケツに水 ① ◯ 1回/ 週 ①② ◯ ① × 3～20時間 洗浄、消毒、乾燥、保管 0.5～4時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 18℃ ④（床のみ） ① 液体スプレー、ヒューミアイ ① ○ 3～4回／年 ③入卵時間調整 ◯ ① × 2～4時間 洗浄消毒水洗 1～1.5時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③ ① ◯ 2～3週間 12～14℃ ①④(逆性石鹸） ① なし - × - ①② ◯ ① × 1～24時間 洗浄、消毒、乾燥 1～4時間 ◯ 26 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 3週間 15℃ ① ① - ①② ○ 1回/1カ月 ① ◯ ① × 5～12時間 洗浄消毒保管 1～15時間 ○ 25 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 4週間 10℃ ④オゾン ④オゾン 氷鮮庫 ①② ○ 1回/24時間 ② ◯ ① × 4～12時間 洗浄消毒保管 2～20時間 ○ 25～26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ 2週間 13℃ ④洗浄消毒 ① 加湿器 ① × 1回／3カ月 ①② ◯ ① × 2～4時間 洗浄消毒後乾燥 1～1時間15分 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 15℃ ④年1回洗浄消毒 ① 加湿器 ① × 1回／3カ月 ①② ◯ ① × 1～3時間 洗浄消毒後乾燥 1時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 2週間 13℃ ① ②⑤ヤストップ200 アキミスト ① × 1回／月 ① ◯ ① × 1～2時間 洗浄後乾燥 0.5～4時間 ◯ 25 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ②③ ① ◯ - - ④床面消毒 ① 加湿器 ① × 1回/月 ① ◯ ① × 3～5時間 水洗消毒 0.17～0.5時間 ◯ 28 × - × ◯ × ◯ ◯

◯ ①②③④ ① ◯ 2週間 15℃ ② ①③⑤アストップ、ビルコン 加湿器 - × - - ◯ ① ◯ 1～8時間 水洗消毒乾燥 1～4時間 × - × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 2週間 15℃ ① ① 細霧装置 ① ◯ 不定期 ③入卵時間調整 ◯ ②エアハンドリングユニット ◯ 1～20時間 洗浄、消毒 1～8時間 ◯ 25～30 ◯ 0.20% × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ①② ◯ 3週間 15℃ ① ① 加湿器 ① × 1回/2カ月 ② ◯ ① × 12～24時間 水洗消毒乾燥 1～8時間 ◯ 29 × - × ◯ ◯ ◯ ×

◯ - ① ◯ 1週間 15℃ ① ⑤クリアキル 加湿器 - × - - × × × 0 - 0 × - × - × × ◯ × ◯

◯ ①③ ① ◯ 4週間 13℃ ④オゾン ⑤オゾン 空調 × ◯ １回/月 ① ◯ ① × 12～20時間 水洗消毒 1～9時間 ◯ 27～28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ 3週間 15℃ ④オゾン ①⑤オゾン 超音波加湿器 ①② ◯ １回/3～4月 ◯ ◯ ① × ～21時間 洗浄消毒乾燥 0.5～20時間 ◯ 27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 4週間 14℃ ① ① 超音波式 ① ◯ 1回/週 ① ◯ ① × 2～20時間 専用保管庫 1～1.5時間 ◯ 25 × - ◯ ◯ ◯ × ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄後保管 1～4時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ×

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 室内で保管 0.5～3時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ×

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄、室内で保管 0.5～8時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 18℃ ① - - ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 - 0.5～8時間 ◯ - × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 室内で保管 0.5～4時間 ◯ 26 × - × × × ◯ ×

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 - 0.5～6時間 ◯ 26 × - × × × ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄、室内で保管 0.5～8時間 ◯ 26 × × × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - - ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 室内で保管 0.5～8時間 ◯ 26 × × × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ② ◯ 2.3週間 16℃ ① ⑤オスバン いけうちノズル ① × 2回/年 × ◯ ① × 4～6時間 燻蒸後、消毒洗浄 0.5～2時間 ◯ 27 ◯ - × × × × ◯

× - - ◯ 2週間 18℃ ① ⑤オゾン - ③ × - ① ◯ ① × 12～15時間 - 15分～1時間 × - × - × × ◯ × ◯

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ③ ① ◯ 3週間 12℃ ④床消毒 ① 加湿装置 ① ◯ 1回/月 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄機消毒 2～6時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ × ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ 45週間 10℃ ① ⑤オゾン 加湿器 ① ◯ １回/６カ月 × ◯ ① ◯ 0.5-2hB 1-10hL 水洗消毒2日後使用 15分～2.5ｈB   10分～10ｈL ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

10分細霧20分放置 × - - ◯ １週間 18℃ ④加湿(逆500倍） ① 加湿器 ① ◯ 孵卵後毎回 ①② ◯ ①②換気扇 ◯ 2-24h 毎回入念に洗浄消毒 1～5時間 ◯ 25 × - × ◯ ◯ ×

30 ◯ ①③ ③ ◯ ２週間 18℃ なし ①③ なし ① ② - ① ◯ ① ◯ 1-22h - 4～20時間 ◯ 23～27 × - × ◯ ◯ ×

Q46 Q47 Q55 Q60
井戸水 貯卵 貯卵室 ひな保管室 ひな受入農場からの情報

① × - × 21-24時間 洗浄、消毒後、保管① ① なし ① ◯ 1回/10～19日× - - ◯ 3週間 14℃ × × ◯ ×1～3時間 ◯ 30 × - ×

ひな輸送
Q59 Q59

ひな輸送
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q48 Q49 Q50 Q51 Q52 Q53 Q54 Q56 Q57 Q58

井戸水
の使用

①用途
②検査消

毒
実施

 ①最大
期間

 温度(℃） 消毒方法 消毒薬剤 加湿方法

プレ
ウォー
ム、プレイ
ンキュ
ベートの

卵重・週
齢による
孵卵時間
の調節

温度セン
サーの
キャリブ
レーション
頻度

発生状態
による孵
卵調整

空調の実
施

①何を使
用

空気清浄
機の使用

保管時間
ひなコンテ
ナの管理

①輸送時間
②温度制
御

③何℃か
④ＣＯ２制
御

⑤ＣＯ２制
御
（何％？）

⑥湿度の
記録

⑦車両運
送時刻の
記録

⑧着死羽
数の記録

①受入時
点での農
場側コメン
ト

②日時経過
後の情報
（死亡羽
数、体重
等）

○使用
してい
る
×して
いない

①水冷
②加湿
③洗浄用
④飲用
⑤その他

①検査はやっ
ている
②消毒はやっ
ている
③やってない

○実施して
いる
×していな
い

①噴霧
②燻蒸
③蒸散
④その他

①逆性石け
ん
②両性石け
ん
③ホルマリ
ン
④グルタル
アルデヒド
⑤その他

①プレウォー
ム実施
②プレイン
キュベート実
施
③実施せず

○実施し
ている
×してい
ない

①温度の
調整
②湿度の
調整
③その他
×してい
ない

○実施し
ている
×してい
ない

①エアコ
ン
②その他

○使用し
ている
×してい
ない

○実施し
ている
×してい
ない

○実施し
ている
×してい
ない

○記録し
ている
×してい
ない

○記録し
ている
×してい
ない

○記録し
ている
×してい
ない

○ある
×ない

①ある
②ない

１週間 22℃ ① ①②③ 自動噴霧 ③ × - ①② ◯ ① × １０時間 段ボール箱 ３０分～１時間 × - × - ◯ × × × ×

× - - × - - ① ① - ③ ◯ - ①② ◯ ① × 5～7時間 洗浄機 １～２時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ① ◯ １週間 15℃ ② ④ - ① ◯ - ①② ◯ ① × 16-20時間 - 0.4～4時間 ◯ 26～27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ⑤多目的 ① ◯ 12日 17℃ ② ① - ③ × - × × - × 12時間 洗浄消毒 納品先による ◯ 28 × - × ◯ × × ×

◯ ①②③ ① ◯ 3週間 13℃ ① ③ 氷鮮庫 ③ × - ①② ◯ ① × 20時間 洗浄消毒 10分～5時間 不完全 - × - × × ◯ × ×

× - - ◯ 3週間 15℃ ③ ⑤オゾン 散水 ① ◯ - ①② ◯ ① × 12～24時間 - 1～7時間 ◯ 25 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ① ③ ◯ - - ④散霧 ① 噴霧 - × - × ◯ ① × 20-24時間 水洗消毒 0.5～6時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 10日 16～18℃ ① ① 加湿器 ① ◯ - ① ◯ ① × 1-15時間 - 0.5～5時間 ◯ 25～27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 4週間 11℃ ① ①⑤オゾン 機械による自動 ① ◯ - ① ◯ ① × 6～15時間 - 2～18時間 ◯ 25～30 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ １週間 15℃ ④散布 ① アキミスト ① × 1回／月 ①② ◯ ① × 1-3時間 翌日水洗消毒 1～1.5時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ １週間 15℃ ① ① アキミスト ① ◯ 1回／月 ①② ◯ ① × 4-20時間 洗浄後に乾燥 1～3時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ × ×

◯ ①②③④ ① ◯ 2週間 15℃ ① ①④ ソニミスト、自動加湿 ① ◯ 1回／3カ月 ① ◯ ① × 1-24時間 洗浄、消毒、乾燥、保管 0.5～4時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ① ◯ 3週間 16℃ ① ① 超音波加湿器 ① ◯ 入卵毎 ① ◯ ① × 2～12時間 散霧消毒→洗浄→煙霧消毒 2～17時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ×

◯ ③ ① ◯ 3週間 15℃ ① ①③ 加湿器 ③ ◯ 日々確認 ① ◯ ① × 1-24時間 洗浄、消毒、乾燥、保管 1～6時間 ◯ 27 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ① ◯ 2週間 15℃ ③ ① 3 ～4回床面散水 ①② × - ①② ◯ ① × 1-2時間 毎日水洗消毒 15分～2時間 ◯ 25 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ①② ◯ 3週間 10℃ × ① 細霧方式 ② ◯ × ③入卵時間調整 ◯ ①②床暖房 × 17～20時間 洗浄消毒乾燥 1～8時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ × ◯

◯ ③ ① ◯ 4週間 13℃ ② ①③ 散水 ① ◯ ２回/週 ① ◯ ①②ガスヒーター × 3-18時間 消毒後、保管室 0.25～12時間 × 27 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ① ◯ 3週間 14℃ ① ① 加湿器 ① ◯ 1回／3カ月 温度 ◯ ①②ストーブ × 12-15時間 水洗消毒 1～3時間 ◯ 27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ - - ◯ 1.5週間 17℃ ①② ①③ - - ◯ - ◯ ◯ ① ○ ～20時間 回収洗浄消毒 ～2時間 ○ - × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ - ◯ 3週間 16℃ ④（洗浄） ① 加湿器 ①② ◯ 1回／月 × ◯ ① × 8～18時間 コンテナ使用せず 4～24時間 ◯ 25～30 × - × ◯ ◯ ◯ ○

◯ ③ ①② ◯ 2週間 16℃ - - - ① × - × ◯ ① × 1～5時間 - 2～10時間 ◯ - ◯ - ◯ ◯ ◯ × ◯

◯ ①②③ ①② ◯ 3週間 12℃ ① ①③④ 散水、噴霧、バケツに水 ① ◯ 1回/ 週 ①② ◯ ① × 3～20時間 洗浄、消毒、乾燥、保管 0.5～4時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 18℃ ④（床のみ） ① 液体スプレー、ヒューミアイ ① ○ 3～4回／年 ③入卵時間調整 ◯ ① × 2～4時間 洗浄消毒水洗 1～1.5時間 ◯ 28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③ ① ◯ 2～3週間 12～14℃ ①④(逆性石鹸） ① なし - × - ①② ◯ ① × 1～24時間 洗浄、消毒、乾燥 1～4時間 ◯ 26 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 3週間 15℃ ① ① - ①② ○ 1回/1カ月 ① ◯ ① × 5～12時間 洗浄消毒保管 1～15時間 ○ 25 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 4週間 10℃ ④オゾン ④オゾン 氷鮮庫 ①② ○ 1回/24時間 ② ◯ ① × 4～12時間 洗浄消毒保管 2～20時間 ○ 25～26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ 2週間 13℃ ④洗浄消毒 ① 加湿器 ① × 1回／3カ月 ①② ◯ ① × 2～4時間 洗浄消毒後乾燥 1～1時間15分 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 15℃ ④年1回洗浄消毒 ① 加湿器 ① × 1回／3カ月 ①② ◯ ① × 1～3時間 洗浄消毒後乾燥 1時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 2週間 13℃ ① ②⑤ヤストップ200 アキミスト ① × 1回／月 ① ◯ ① × 1～2時間 洗浄後乾燥 0.5～4時間 ◯ 25 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ②③ ① ◯ - - ④床面消毒 ① 加湿器 ① × 1回/月 ① ◯ ① × 3～5時間 水洗消毒 0.17～0.5時間 ◯ 28 × - × ◯ × ◯ ◯

◯ ①②③④ ① ◯ 2週間 15℃ ② ①③⑤アストップ、ビルコン 加湿器 - × - - ◯ ① ◯ 1～8時間 水洗消毒乾燥 1～4時間 × - × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 2週間 15℃ ① ① 細霧装置 ① ◯ 不定期 ③入卵時間調整 ◯ ②エアハンドリングユニット ◯ 1～20時間 洗浄、消毒 1～8時間 ◯ 25～30 ◯ 0.20% × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ①② ◯ 3週間 15℃ ① ① 加湿器 ① × 1回/2カ月 ② ◯ ① × 12～24時間 水洗消毒乾燥 1～8時間 ◯ 29 × - × ◯ ◯ ◯ ×

◯ - ① ◯ 1週間 15℃ ① ⑤クリアキル 加湿器 - × - - × × × 0 - 0 × - × - × × ◯ × ◯

◯ ①③ ① ◯ 4週間 13℃ ④オゾン ⑤オゾン 空調 × ◯ １回/月 ① ◯ ① × 12～20時間 水洗消毒 1～9時間 ◯ 27～28 × - ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ 3週間 15℃ ④オゾン ①⑤オゾン 超音波加湿器 ①② ◯ １回/3～4月 ◯ ◯ ① × ～21時間 洗浄消毒乾燥 0.5～20時間 ◯ 27 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

× - - ◯ 4週間 14℃ ① ① 超音波式 ① ◯ 1回/週 ① ◯ ① × 2～20時間 専用保管庫 1～1.5時間 ◯ 25 × - ◯ ◯ ◯ × ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄後保管 1～4時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ×

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 室内で保管 0.5～3時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ×

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄、室内で保管 0.5～8時間 ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③ ①② ◯ 2週間 18℃ ① - - ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 - 0.5～8時間 ◯ - × - × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 室内で保管 0.5～4時間 ◯ 26 × - × × × ◯ ×

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 - 0.5～6時間 ◯ 26 × - × × × ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - なし ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄、室内で保管 0.5～8時間 ◯ 26 × × × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ①③④ ①② ◯ 2週間 18℃ なし - - ② × 不定期 ① ◯ ① × 2～20時間 室内で保管 0.5～8時間 ◯ 26 × × × ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ③ ② ◯ 2.3週間 16℃ ① ⑤オスバン いけうちノズル ① × 2回/年 × ◯ ① × 4～6時間 燻蒸後、消毒洗浄 0.5～2時間 ◯ 27 ◯ - × × × × ◯

× - - ◯ 2週間 18℃ ① ⑤オゾン - ③ × - ① ◯ ① × 12～15時間 - 15分～1時間 × - × - × × ◯ × ◯

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ③ ① ◯ 3週間 12℃ ④床消毒 ① 加湿装置 ① ◯ 1回/月 ① ◯ ① × 2～20時間 洗浄機消毒 2～6時間 ◯ 28 × - × ◯ ◯ × ◯

◯ ①②③④ ①② ◯ 45週間 10℃ ① ⑤オゾン 加湿器 ① ◯ １回/６カ月 × ◯ ① ◯ 0.5-2hB 1-10hL 水洗消毒2日後使用 15分～2.5ｈB   10分～10ｈL ◯ 26 × - × ◯ ◯ ◯ ◯

10分細霧20分放置 × - - ◯ １週間 18℃ ④加湿(逆500倍） ① 加湿器 ① ◯ 孵卵後毎回 ①② ◯ ①②換気扇 ◯ 2-24h 毎回入念に洗浄消毒 1～5時間 ◯ 25 × - × ◯ ◯ ×

30 ◯ ①③ ③ ◯ ２週間 18℃ なし ①③ なし ① ② - ① ◯ ① ◯ 1-22h - 4～20時間 ◯ 23～27 × - × ◯ ◯ ×

Q46 Q47 Q55 Q60
井戸水 貯卵 貯卵室 ひな保管室 ひな受入農場からの情報

① × - × 21-24時間 洗浄、消毒後、保管① ① なし ① ◯ 1回/10～19日× - - ◯ 3週間 14℃ × × ◯ ×1～3時間 ◯ 30 × - ×

ひな輸送
Q59 Q59

ひな輸送
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q61 Q62 Q63 Q64

孵卵舎で
の空気の
流れ制御

孵卵地域
に入る車
の消毒

孵卵舎で使
用する資材
の消毒

孵卵舎の
防疫対策
で重視し
ていると
ころ

有無 ①時期 ②日齢 ③原因 ④検査
⑤検査機
関

⑥検査で
コクシの
種類は判
明したか

⑦コクシの
種類

⑧被害状況
⑨成功事
例

⑩ブル
ネッティの
経験

聞いたこ
とがある

①具体的な種類 併発経験
①被害状
況

①抗コク
シ予防剤
の使用

②予防剤
の製品名

③ＣＥ剤
の使用

④ＣＥ剤
の製品名

⑤生菌剤
の使用

⑥生菌剤
の製品名

⑦コクシ
ジウムワ
クチンの
使用

⑧ワクチ
ンの製品
名

⑨ワクチ
ンの投与
方法

⑩ワクチ
ン投与後
のモニタ
リング頻
度

⑪ワクチ
ンの効果

○実施し
ている
×してい
ない

○必ず消
毒してい
る
×してい
ない

①必ず消毒
している
②完全では
ないが、消
毒
③消毒して
いない

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月
前以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○検査に
出した
×出して
ない

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

○判明し
た
×してな
い

①acervulina
②brunetti
③maxima
④mitis
⑤necatrix 
⑥tenella

○ある
×ない

○ある
×ない

○使用し
ている
×してい
ない

○使用し
ている
×してい
ない

○使用し
ている
×してい
ない

○使用し
ている
×してい
ない

①TAM
②Neca
③パラ
コックス

①飼料混
和
②スプ
レー
③飲水投
与
④その他

①優れた
効果
②まちま
ち
③効果な
し

× ◯ ② - ◯ ② 40 × × - - - - - - ◯ - × - × - × - × - × - - - -

◯ ◯ ① - × - - - - - - - - - - × - × - × - × - ◯ 乳酸パワー × - - - -

◯ ◯ ② - ◯ ① - × - - - - - - - ◯ - × - - - - - - - - - - - -

× ◯ ① 記載あり × - - - - - - - - - - × - × - × - ◯ CEﾃｸﾄ × - × - - - -

◯ × ② ネズミ、入場制限、消毒 ◯ ③ 180 平飼、リタープア、湿気、産卵ストレス ◯ ③ ◯ ⑤⑥ 死亡急増 生菌剤常時→減少 - × - × - × - × - ◯ サルトーゼ × - - - -

◯ ◯ ② 足元の厳重注意 ◯ ④ - ◯ ◯ ③ ◯ ①③⑤⑥ - - - ◯ - ◯ - × - × - ◯ - × - ③ - -

◯ ◯ ① 出入口消毒 ◯ ③ 50 台風で水侵入 × - - - だらだらと死ぬ - - × - × - × - × - ◯ スーパースポア、フィトカル、モルッカ、フローラマックス ◯ ①② ③ 1 ②

◯ ◯ ② 孵卵機・場内洗浄 ◯ ④ - × ◯ ②③ ◯ ⑤ - - - × - ◯ - × - × - × - ◯ ①② ③ - ①

◯ ◯ ② - × - - - - - - - - - - × - × - × - ◯ ｲﾝﾃｸﾘｰﾝ × - ◯ ①② ① 1 ①

◯ 車両を決めて消毒 ② 交差汚染、防鳥防鼠、静圧、立入禁止 ◯ ④ - 空調・飲水管理 ◯ ①③ ◯ ②⑤ 著しい減耗 給水器調整、飲水管理見直し、飲みやすい状況 2014夏から秋、散乱計で散発 ◯ - ◯ 減耗増加、産卵低下 ◯ サリノマイシン × - ◯ ミヤゴールド ◯ ①② ① １回／群 ①

× ◯ ① 着衣履き物交換、手洗い、車両消毒、害獣予防 ◯ ④ 200 × ◯ ① ◯ ② 出血し死亡 - - - - ◯ 死亡、生存率低下 × - × - × - ◯ ②③ ① ２回／群 ②

◯ ◯ ① 施設周辺、野鳥対策、場内水洗消毒徹底 ◯ ① 40 水洗、消毒、ワクチン投与 ◯ ① ◯ ⑥ 血便、2％死亡、バラツキ発生 - - × - ◯ - × - × - ◯ ミヤゴールド ◯ ①② ①③ 3回／群 ②

◯ ◯ ① 種卵消毒、機材等の洗浄消毒 ◯ ① 140 鶏舎古く、構造的部分あり ◯ ① ◯ ⑤ 沈鬱、斃死増加 - - × - × - × - ◯ CEﾃｸﾄ ◯ サルトーゼ、BNバランス、NB-８１ × - - - -

◯ ◯ ② 隔離、消毒、入場時管理、周辺消毒、車両消毒 ◯ ④ 色々 管理不十分 ◯ ③ ◯ ③⑤⑥ 産卵低下、死亡増 入雛時の徹底消毒、育成管理徹底、適格なワクチン投与 - × - × - - - ◯ - ◯ - ◯ ① ① 問題時のみ ①

◯ ◯ ① 記載あり ◯ ② 30 ワクチン投与時期が3週齢（遅かった） × - - - 0.1％盲腸出血 - - × - - - × - - - - - ◯ ②③ ① 定期なし 一定の効果

◯ ◯ ② シャワー、着替え、区分け（清→汚）、消毒ゲート ◯ ④ 90 床の衛生状態悪く、湿り具合 × - - - 血便、羽毛逆立ち、沈鬱、18千中20-60死亡 ワクチン、チップ増量、ピック水漏れ防止 - ◯ - ◯ 腸がふくれていた × - × - × - ◯ ① ① 0 ②

× ◯ ① 車両消毒、壁消毒、入口消毒、靴履き替え、長靴消毒、建物消毒（ホルマリン1回/週) ◯ ①②③④ 15週 × ◯ ②③④（大学） ◯ ①②③⑤ 25週までに10-20%死亡 無し 15-20週ブルネッティ ◯ - ◯ 15-20週で10-20%死亡 ◯ サリノマイシン、エクテシン、ダイメトン × - × - ◯ ①② ① 3-5回/ロット ②

◯ ◯ × 入場制限、車両消毒、金網 ◯ ④ - × × - × - 200羽斃死 エクテシン投与 - × - ◯ 500羽斃死 × - ◯ CEﾃｸﾄ ◯ サルキルライト ◯ ①②③ ① １回／ロット ②

◯ ◯ ② 入場禁止、場外での面談 × - - × × - × - - - - × - × - ◯ コクシバック10日齢 × - × - ◯ ①② ① - -

◯ ◯ ① 入場制限、シャワー、車両消毒、搬入物消毒 × - - × - - - - - - - × - × - × - ◯ フローラマックス ◯ ラクトバイオ × - - - -

◯ ◯ ① シャワー、着衣交換、履き物交換 ◯ ③ 200日 × ◯ ③ ◯ ①②③⑤⑥ 斃死2％ - - × - × - × - × - × - ◯ ①② ① 2回/ロット ②

◯ ◯ ① 記載 ◯ ④ - 室温変化、床面管理 × - × - 血便、死亡 ワクチンテイクの徹底、抗体検査の実施 - × - × - × - ◯ - × - ◯ ①②③ ① 3回／30日齢 ①

◯ ◯ ① 野鳥の侵入防止、一般的防疫管理 ◯ ① 28 自動給餌開始のストレス、不適切な敷料 × - × - テネラの症状、被害拡大無し ストレス状態を連続させない、均一給餌の徹底 - × - × - × - × - ◯ ABP ◯ ①② ① １回／日 ①

◯ ◯ - 部外者入場、野鳥対策、洗浄消毒 ◯ ① × - ○ ④KGS × - 2～3羽死亡/日 - - × - × - × - × - × - ◯ ①② ① - ②

◯ ◯ ② 動線管理、シャワー、着替え、荷物殺菌 ◯ ④ 30 換気不良 ◯ ① × - 下痢、減耗 加温して換気 - ◯ ？ × - × - × - - - ○ ①② ① 1回/週 ①

◯ ◯ ② 搬入物、薬品、種卵、機材の消毒 × - - - - - - - - - - × - × - × - × - ○ ファインラクト、フローラマックスB11 × - - - -

◯ ◯ ① 車両消毒、シャワー、洗浄消毒、管理区域、マニュアル ◯ ① 70 風の当てすぎ ◯ ④委託 ◯ ② 活力低下死亡鶏増加 - 発生日齢が8 週齢、1 0 週齢、1 3 週齢、2 2 週齢前後と多岐にわたっている。0 .3 ～0 .5 ％死亡が出るが、日齢が多くなるほど、死亡が増える。環境ストレスが主な原因と考えているので舎内環境改善に注視している。 × - × - × - × - ◯ BNバランス ◯ ①② ① １回／月 ②

◯ ◯ ① 車両消毒、シャワー、洗浄消毒、管理区域、マニュアル - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ◯ ① 年2回全面清掃、水洗消毒、着替えシャワー ◯ ④ 210 産卵ストレス、暑さ ◯ ③ ◯ ②⑥ 死亡増加 ワクチン日齢早め、ストレス緩和 - × - ◯ 死亡増加、餌食い低下 × - × - × - ◯ ①② ① １回／月 ②

◯ ◯ ② 入退室管理、石灰、車両消毒、手洗い、服帽子洗濯 ◯ ④ 34 × × - × - 雄のみ、34日60羽、35日50羽死亡 - - × - ◯ 腹ぐされ ○ エクテシン、トライキル - - - - ◯ ①② ③ 0 -

× ◯ ① 記載 × - - - - - - - - - - × - × - × - ◯ アビィガード ◯ バイオライフ × - - - -

◯ ◯ ② - ◯ ④ 5～7，10～12週 野外株の侵入 ◯ ③ ◯ ⑤⑥ 数百～2千羽斃死 オールアウトの洗浄消毒、持込防止、ワクチンテイク向上 - ◯ ブルネッティ × - × - ◯ アヴィガード ◯ ベリーグー。サルトーゼ ◯ ②③ ① 3回/群 ①

◯ ◯ ① 入場制限、手指消毒、孵卵機洗浄消毒 ◯ ④ 180 土間平飼い × - - - 1週間に数羽死亡 オルソ剤によるオーシスト消毒 - × - ◯ 1週間に数羽死亡 × - ◯ アヴィガード × - ◯ ③ ① 0 ②

- - ① - ◯ ① - × × - - - 軽度 - - - - - - × - × - × - × - - - -

◯ ◯ ② ISO22000 × - - - - - - - - - - × - × - × - × - ◯ トマルミックス × - - - -

◯ ◯ ① - ◯ ② 140 湿気など × - - - 減耗増加 - - ◯ 不明 ◯ 突然減耗増加 × - ◯ アヴィガード ◯ ミヤゴールド × - - - -

× ◯ ① 人の消毒、履き物区別、洗浄消毒、地域区分 ◯ ④ 22 コクシバック不定着 ◯ ①② ◯ ③⑤⑥ 血便（盲腸の出血） 坪羽数管理を改善 - × - × - × - × - - - ◯ ①② ① 0 ②

◯ ◯ ② 防疫期間設定、踏込消毒槽 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ◯ ② 防疫期間設定、踏込消毒槽 ◯ ① 220 × × - × - 斃死増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 防疫期間設定、踏込消毒槽、一斉消毒、チェック ◯ ④ 40 × × - × - 斃死増加 無し なし × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ◯ ② 防疫強化 ◯ ④ 50 × × - × - 斃死増加、採食低下 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 防疫強化期間設定、踏込消毒槽 ◯ ④ 50 × × - × - 斃死増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 踏込消毒槽 ◯ ④ - × × - × - - - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ ＣＥテクト × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 防疫強化期間設定、踏込消毒槽 ◯ ④ 50 × × - × - 斃死増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ ＣＥテクト × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

× ◯ ② 外来者消毒、拭取検査 ◯ ② - 床面の悪化 ◯ ① × - 斃死増、低産卵 - - ◯ - ◯ １日で斃死増 - - - - - - - - - - -

× ◯ ① - × - - - - - - - - - - × - - - - - × - - - × - - - -

- - - - ◯ ④ - ワクチンによる抗体価が得られず × - × - 育成鶏死亡多 アウト時の消毒、室温確保 - × - - - × - × - × - ◯ ②③ ① １回/ ３年 ②

◯ ◯ ② - ◯ ② 育雛 × ◯ ① ◯ ⑥ サルファ剤投与で被害無し - - ◯ ブルネッティ ◯ かなり前 × - × アガーインテクリーン ◯ サルトーゼ ◯ ①② ① 0 ②

◯ ◯ ① 消毒、車進入禁止 ◯ ③ 35 ワクチンテイクなし × - × - 斃死の増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - × - ◯ 乳酸パワー ◯ ①② ① 0 ①

× ◯ ◯ ③ ダクト埃、カビ、床面消毒、空気の流れ ◯ ① - × × - × - ワクチン後１～2カ月後発症斃死削痩5～10 %投薬後腸炎 - - ◯ 慢性、肉様便 ◯ コクシと入れ替わり発症 × - × - × - ◯ ①② ①③ -

× ◯ ◯ ② 水洗消毒の徹底 ◯ ④ 60～80 × ◯ ② ◯ ⑤ 斃死数多い（100-400羽） - - × - × - × - × - ◯ ゼロの力 ◯ ③ ① 0

Q66 Q67 Q68Q65
壊死性腸炎 コクシジウム予防策過去のコクシジウム被害 近隣の被害

◯ ◯ - - - - - -②
孵卵機使
用後の水
洗消毒

× - - - エクテシン × - ◯ ヘルシーフレンド ◯- × - × - ○ ①② ① 0 ①

コクシジウム予防策
Q68
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q61 Q62 Q63 Q64

孵卵舎で
の空気の
流れ制御

孵卵地域
に入る車
の消毒

孵卵舎で使
用する資材
の消毒

孵卵舎の
防疫対策
で重視し
ていると
ころ

有無 ①時期 ②日齢 ③原因 ④検査
⑤検査機
関

⑥検査で
コクシの
種類は判
明したか

⑦コクシの
種類

⑧被害状況
⑨成功事
例

⑩ブル
ネッティの
経験

聞いたこ
とがある

①具体的な種類 併発経験
①被害状
況

①抗コク
シ予防剤
の使用

②予防剤
の製品名

③ＣＥ剤
の使用

④ＣＥ剤
の製品名

⑤生菌剤
の使用

⑥生菌剤
の製品名

⑦コクシ
ジウムワ
クチンの
使用

⑧ワクチ
ンの製品
名

⑨ワクチ
ンの投与
方法

⑩ワクチ
ン投与後
のモニタ
リング頻
度

⑪ワクチ
ンの効果

○実施し
ている
×してい
ない

○必ず消
毒してい
る
×してい
ない

①必ず消毒
している
②完全では
ないが、消
毒
③消毒して
いない

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月
前以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○検査に
出した
×出して
ない

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

○判明し
た
×してな
い

①acervulina
②brunetti
③maxima
④mitis
⑤necatrix 
⑥tenella

○ある
×ない

○ある
×ない

○使用し
ている
×してい
ない

○使用し
ている
×してい
ない

○使用し
ている
×してい
ない

○使用し
ている
×してい
ない

①TAM
②Neca
③パラ
コックス

①飼料混
和
②スプ
レー
③飲水投
与
④その他

①優れた
効果
②まちま
ち
③効果な
し

× ◯ ② - ◯ ② 40 × × - - - - - - ◯ - × - × - × - × - × - - - -

◯ ◯ ① - × - - - - - - - - - - × - × - × - × - ◯ 乳酸パワー × - - - -

◯ ◯ ② - ◯ ① - × - - - - - - - ◯ - × - - - - - - - - - - - -

× ◯ ① 記載あり × - - - - - - - - - - × - × - × - ◯ CEﾃｸﾄ × - × - - - -

◯ × ② ネズミ、入場制限、消毒 ◯ ③ 180 平飼、リタープア、湿気、産卵ストレス ◯ ③ ◯ ⑤⑥ 死亡急増 生菌剤常時→減少 - × - × - × - × - ◯ サルトーゼ × - - - -

◯ ◯ ② 足元の厳重注意 ◯ ④ - ◯ ◯ ③ ◯ ①③⑤⑥ - - - ◯ - ◯ - × - × - ◯ - × - ③ - -

◯ ◯ ① 出入口消毒 ◯ ③ 50 台風で水侵入 × - - - だらだらと死ぬ - - × - × - × - × - ◯ スーパースポア、フィトカル、モルッカ、フローラマックス ◯ ①② ③ 1 ②

◯ ◯ ② 孵卵機・場内洗浄 ◯ ④ - × ◯ ②③ ◯ ⑤ - - - × - ◯ - × - × - × - ◯ ①② ③ - ①

◯ ◯ ② - × - - - - - - - - - - × - × - × - ◯ ｲﾝﾃｸﾘｰﾝ × - ◯ ①② ① 1 ①

◯ 車両を決めて消毒 ② 交差汚染、防鳥防鼠、静圧、立入禁止 ◯ ④ - 空調・飲水管理 ◯ ①③ ◯ ②⑤ 著しい減耗 給水器調整、飲水管理見直し、飲みやすい状況 2014夏から秋、散乱計で散発 ◯ - ◯ 減耗増加、産卵低下 ◯ サリノマイシン × - ◯ ミヤゴールド ◯ ①② ① １回／群 ①

× ◯ ① 着衣履き物交換、手洗い、車両消毒、害獣予防 ◯ ④ 200 × ◯ ① ◯ ② 出血し死亡 - - - - ◯ 死亡、生存率低下 × - × - × - ◯ ②③ ① ２回／群 ②

◯ ◯ ① 施設周辺、野鳥対策、場内水洗消毒徹底 ◯ ① 40 水洗、消毒、ワクチン投与 ◯ ① ◯ ⑥ 血便、2％死亡、バラツキ発生 - - × - ◯ - × - × - ◯ ミヤゴールド ◯ ①② ①③ 3回／群 ②

◯ ◯ ① 種卵消毒、機材等の洗浄消毒 ◯ ① 140 鶏舎古く、構造的部分あり ◯ ① ◯ ⑤ 沈鬱、斃死増加 - - × - × - × - ◯ CEﾃｸﾄ ◯ サルトーゼ、BNバランス、NB-８１ × - - - -

◯ ◯ ② 隔離、消毒、入場時管理、周辺消毒、車両消毒 ◯ ④ 色々 管理不十分 ◯ ③ ◯ ③⑤⑥ 産卵低下、死亡増 入雛時の徹底消毒、育成管理徹底、適格なワクチン投与 - × - × - - - ◯ - ◯ - ◯ ① ① 問題時のみ ①

◯ ◯ ① 記載あり ◯ ② 30 ワクチン投与時期が3週齢（遅かった） × - - - 0.1％盲腸出血 - - × - - - × - - - - - ◯ ②③ ① 定期なし 一定の効果

◯ ◯ ② シャワー、着替え、区分け（清→汚）、消毒ゲート ◯ ④ 90 床の衛生状態悪く、湿り具合 × - - - 血便、羽毛逆立ち、沈鬱、18千中20-60死亡 ワクチン、チップ増量、ピック水漏れ防止 - ◯ - ◯ 腸がふくれていた × - × - × - ◯ ① ① 0 ②

× ◯ ① 車両消毒、壁消毒、入口消毒、靴履き替え、長靴消毒、建物消毒（ホルマリン1回/週) ◯ ①②③④ 15週 × ◯ ②③④（大学） ◯ ①②③⑤ 25週までに10-20%死亡 無し 15-20週ブルネッティ ◯ - ◯ 15-20週で10-20%死亡 ◯ サリノマイシン、エクテシン、ダイメトン × - × - ◯ ①② ① 3-5回/ロット ②

◯ ◯ × 入場制限、車両消毒、金網 ◯ ④ - × × - × - 200羽斃死 エクテシン投与 - × - ◯ 500羽斃死 × - ◯ CEﾃｸﾄ ◯ サルキルライト ◯ ①②③ ① １回／ロット ②

◯ ◯ ② 入場禁止、場外での面談 × - - × × - × - - - - × - × - ◯ コクシバック10日齢 × - × - ◯ ①② ① - -

◯ ◯ ① 入場制限、シャワー、車両消毒、搬入物消毒 × - - × - - - - - - - × - × - × - ◯ フローラマックス ◯ ラクトバイオ × - - - -

◯ ◯ ① シャワー、着衣交換、履き物交換 ◯ ③ 200日 × ◯ ③ ◯ ①②③⑤⑥ 斃死2％ - - × - × - × - × - × - ◯ ①② ① 2回/ロット ②

◯ ◯ ① 記載 ◯ ④ - 室温変化、床面管理 × - × - 血便、死亡 ワクチンテイクの徹底、抗体検査の実施 - × - × - × - ◯ - × - ◯ ①②③ ① 3回／30日齢 ①

◯ ◯ ① 野鳥の侵入防止、一般的防疫管理 ◯ ① 28 自動給餌開始のストレス、不適切な敷料 × - × - テネラの症状、被害拡大無し ストレス状態を連続させない、均一給餌の徹底 - × - × - × - × - ◯ ABP ◯ ①② ① １回／日 ①

◯ ◯ - 部外者入場、野鳥対策、洗浄消毒 ◯ ① × - ○ ④KGS × - 2～3羽死亡/日 - - × - × - × - × - × - ◯ ①② ① - ②

◯ ◯ ② 動線管理、シャワー、着替え、荷物殺菌 ◯ ④ 30 換気不良 ◯ ① × - 下痢、減耗 加温して換気 - ◯ ？ × - × - × - - - ○ ①② ① 1回/週 ①

◯ ◯ ② 搬入物、薬品、種卵、機材の消毒 × - - - - - - - - - - × - × - × - × - ○ ファインラクト、フローラマックスB11 × - - - -

◯ ◯ ① 車両消毒、シャワー、洗浄消毒、管理区域、マニュアル ◯ ① 70 風の当てすぎ ◯ ④委託 ◯ ② 活力低下死亡鶏増加 - 発生日齢が8 週齢、1 0 週齢、1 3 週齢、2 2 週齢前後と多岐にわたっている。0 .3 ～0 .5 ％死亡が出るが、日齢が多くなるほど、死亡が増える。環境ストレスが主な原因と考えているので舎内環境改善に注視している。 × - × - × - × - ◯ BNバランス ◯ ①② ① １回／月 ②

◯ ◯ ① 車両消毒、シャワー、洗浄消毒、管理区域、マニュアル - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ◯ ① 年2回全面清掃、水洗消毒、着替えシャワー ◯ ④ 210 産卵ストレス、暑さ ◯ ③ ◯ ②⑥ 死亡増加 ワクチン日齢早め、ストレス緩和 - × - ◯ 死亡増加、餌食い低下 × - × - × - ◯ ①② ① １回／月 ②

◯ ◯ ② 入退室管理、石灰、車両消毒、手洗い、服帽子洗濯 ◯ ④ 34 × × - × - 雄のみ、34日60羽、35日50羽死亡 - - × - ◯ 腹ぐされ ○ エクテシン、トライキル - - - - ◯ ①② ③ 0 -

× ◯ ① 記載 × - - - - - - - - - - × - × - × - ◯ アビィガード ◯ バイオライフ × - - - -

◯ ◯ ② - ◯ ④ 5～7，10～12週 野外株の侵入 ◯ ③ ◯ ⑤⑥ 数百～2千羽斃死 オールアウトの洗浄消毒、持込防止、ワクチンテイク向上 - ◯ ブルネッティ × - × - ◯ アヴィガード ◯ ベリーグー。サルトーゼ ◯ ②③ ① 3回/群 ①

◯ ◯ ① 入場制限、手指消毒、孵卵機洗浄消毒 ◯ ④ 180 土間平飼い × - - - 1週間に数羽死亡 オルソ剤によるオーシスト消毒 - × - ◯ 1週間に数羽死亡 × - ◯ アヴィガード × - ◯ ③ ① 0 ②

- - ① - ◯ ① - × × - - - 軽度 - - - - - - × - × - × - × - - - -

◯ ◯ ② ISO22000 × - - - - - - - - - - × - × - × - × - ◯ トマルミックス × - - - -

◯ ◯ ① - ◯ ② 140 湿気など × - - - 減耗増加 - - ◯ 不明 ◯ 突然減耗増加 × - ◯ アヴィガード ◯ ミヤゴールド × - - - -

× ◯ ① 人の消毒、履き物区別、洗浄消毒、地域区分 ◯ ④ 22 コクシバック不定着 ◯ ①② ◯ ③⑤⑥ 血便（盲腸の出血） 坪羽数管理を改善 - × - × - × - × - - - ◯ ①② ① 0 ②

◯ ◯ ② 防疫期間設定、踏込消毒槽 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ◯ ② 防疫期間設定、踏込消毒槽 ◯ ① 220 × × - × - 斃死増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 防疫期間設定、踏込消毒槽、一斉消毒、チェック ◯ ④ 40 × × - × - 斃死増加 無し なし × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◯ ◯ ② 防疫強化 ◯ ④ 50 × × - × - 斃死増加、採食低下 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 防疫強化期間設定、踏込消毒槽 ◯ ④ 50 × × - × - 斃死増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ - × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 踏込消毒槽 ◯ ④ - × × - × - - - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ ＣＥテクト × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

◯ ◯ ② 防疫強化期間設定、踏込消毒槽 ◯ ④ 50 × × - × - 斃死増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - ◯ ＣＥテクト × - ◯ ②③ ① 1回/ロット ②

× ◯ ② 外来者消毒、拭取検査 ◯ ② - 床面の悪化 ◯ ① × - 斃死増、低産卵 - - ◯ - ◯ １日で斃死増 - - - - - - - - - - -

× ◯ ① - × - - - - - - - - - - × - - - - - × - - - × - - - -

- - - - ◯ ④ - ワクチンによる抗体価が得られず × - × - 育成鶏死亡多 アウト時の消毒、室温確保 - × - - - × - × - × - ◯ ②③ ① １回/ ３年 ②

◯ ◯ ② - ◯ ② 育雛 × ◯ ① ◯ ⑥ サルファ剤投与で被害無し - - ◯ ブルネッティ ◯ かなり前 × - × アガーインテクリーン ◯ サルトーゼ ◯ ①② ① 0 ②

◯ ◯ ① 消毒、車進入禁止 ◯ ③ 35 ワクチンテイクなし × - × - 斃死の増加 - - × - ◯ 斃死増加 × - × - ◯ 乳酸パワー ◯ ①② ① 0 ①

× ◯ ◯ ③ ダクト埃、カビ、床面消毒、空気の流れ ◯ ① - × × - × - ワクチン後１～2カ月後発症斃死削痩5～10 %投薬後腸炎 - - ◯ 慢性、肉様便 ◯ コクシと入れ替わり発症 × - × - × - ◯ ①② ①③ -

× ◯ ◯ ② 水洗消毒の徹底 ◯ ④ 60～80 × ◯ ② ◯ ⑤ 斃死数多い（100-400羽） - - × - × - × - × - ◯ ゼロの力 ◯ ③ ① 0

Q66 Q67 Q68Q65
壊死性腸炎 コクシジウム予防策過去のコクシジウム被害 近隣の被害

◯ ◯ - - - - - -②
孵卵機使
用後の水
洗消毒

× - - - エクテシン × - ◯ ヘルシーフレンド ◯- × - × - ○ ①② ① 0 ①

コクシジウム予防策
Q68



― 38 ―

ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

⑫考えら
れる改善
点

-

-

-

-

-

-

なし

-

-

-

-
オーシストの感染力、テイクが悪い

-

-

-

-

要ブルネッティ、種鶏用開発

なし

-

-

-

-

混和する飼料の形状、水量、飼料量の改善で均一に採食できるように

-

ブルネッティがない

-

-

-

-

-

-

-

なし

-

-

-

-

-

投与日齢、間隔

投与日齢、間隔

-

投与日齢、ワクチンの間隔

投与日齢、ワクチンの間隔

投与日齢、ワクチンの間隔

投与日齢、ワクチンの間隔

-

-

飼料混和時、確実に混ぜる

パラコックスに変更予定

-

②

①

飼料混和
時、確実
に混ぜる
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

⑫考えら
れる改善
点

-

-

-

-

-

-

なし

-

-

-

-
オーシストの感染力、テイクが悪い

-

-

-

-

要ブルネッティ、種鶏用開発

なし

-

-

-

-

混和する飼料の形状、水量、飼料量の改善で均一に採食できるように

-

ブルネッティがない

-

-

-

-

-

-

-

なし

-

-

-

-

-

投与日齢、間隔

投与日齢、間隔

-

投与日齢、ワクチンの間隔

投与日齢、ワクチンの間隔

投与日齢、ワクチンの間隔

投与日齢、ワクチンの間隔

-

-

飼料混和時、確実に混ぜる

パラコックスに変更予定

-

②

①

飼料混和
時、確実
に混ぜる
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q69 Q70 Q72

⑬今後と
もワクチ
ンを継続

⑭ワクチ
ンの問題
点

コクシ関
連での課
題や要望

コクシジ
ウム浸潤
調査への
協力

有無 ①時期
②発生日
齢

③原因に
思い当た
ることは
あるか

④具体的
な原因

⑤検査に
出したか

⑥検査機
関

⑦検査で
血清型は
判明した
か

⑧血清型 ⑨被害状況
聞いたこ
とがある

①具体的
な血清型
を知って
るか

②具体的
な血清型

実施の有
無

①検査頻
度

②検査実
施先

有無 ①時期
②発生日
齢

③原因に
思い当た
ること

④具体的
な原因

⑤検査に
出したか

⑥検査先
⑦血清型
を知って
るか

⑧具体的
な血清型

①必須
②状況に
応じて
③使うつ
もりない

①使用法
が難しい
②価格が
高い
③効かな
い種類が
ある
④その他

①協力す
る
②相談に
応じる
③協力せ
ず

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月前
以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

○検査に
出した
×出して
ない

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

○判明し
た
×してな
い

○ある
×ない

○知って
いる
×いない

①ロット毎
②週１
③月１
④数ヶ月に
１回
⑤被害が出
た時
⑥その他

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

①封入体肝
炎
②筋胃びら
ん
③その他ア
デノウイル
ス感染症

①直近
（数ヶ月前
以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

○検査に
出した
×出して
ない

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

○知って
る
×知らな
い

- - - - × - - - - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - -

- - - ② ◯ ２年前 出荷時 × - × - - - - ◯ × - ◯ ④ ② ◯ ①② ７～１４ × - ◯ ② × -

- - - - ◯ 直近 14～20 × - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ ◯ １、２ ◯ ① ③ ◯ ① 14～21 × - ◯ ③ ◯ １、２

- - - ① × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

③ ① - ③ × - - - - - - - - - × - - - - - × - - - - - - - -

③ 要無薬飼料 - ③ × - - - - - - - - - × × - - - - × - - - - - - - -

① ③ - ① ◯ ④ 250日～ × - ◯ ③ ◯ １、２ 成鶏で死、弱雛 × × - × - - × - - - - - - - -

① ② - ① ◯ ④ - × - ◯ ②③ × - 産卵低下、CM斃死 ◯ × - × - - ① ① 3～10 ◯ 30％US × - × -

① ② - ③ × - - - - - - - - - × - - ◯ ④ ①③ × - - - - - - - -

① ② ブルネッティワクチンに期待 ② ◯ ④ 9～16日齢 × - ◯ ①③ × 不明 2009年ﾁｬﾝｷｰ減耗、1週間で終息 ◯ × - ◯ ① ③ ①② ① 9～12 ◯ 種卵取扱、環境調整 ◯ ①③ ◯ １or２

① ① - ② ◯ ④ 8～14日齢 × - ◯ ① - - 2009年ﾁｬﾝｷｰ減耗、1週間で終息 ◯ × - × - - ①②③ ④ 8～14 × - ◯ ① × -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

- - - ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ① ③ × - - - - - - - -

① ① - ② ◯ ④ 210～250 × - ◯ ③ ◯ １、２ 種鶏でなし。CMで数％～10％ ◯ - - ◯ ① ③ ◯ ④ 8～15 × - ◯ ③ × -

① ③ 安定的な生産販売 ① ◯ ② 14日齢 × 導入もとの母鶏が28週齢（若かった） × - - - 筋胃びらん、潰瘍、削痩、斃死 ◯ ◯ １、２ × - - × - - - - - - - -

② ② - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

① ①②③④ 種鶏用の開発、コクシ分裂不明、スプレーの使用 ① ◯ ④ 300～350 × - × - - - 産卵低下 ◯ - - × - - ① ① 30～35 × - ◯ ③ × -

① ③ なし ② ◯ ②③ 7～21 × - ◯ ③ ◯ １、２ 斃死（封入体肝炎、筋胃びらん） × × - × - - ◯ ②③ 7～21 × - ◯ ③ ◯ １、２

① - - - ◯ ① - × - ◯ ③ - - 20-30羽斃死/週、 ◯ - - ○ ③⑤ ③ ◯ ① 14～28 - - ◯ ③ - -

- - - - × - - - - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - -

① ③ - ① × - - - - - - - - - × × - ○ ① ③ × - - - - - - - -

① ① - ① × - - - - - - - - - ◯ × - ◯ ① ③ ◯ ④ 14～30 × - ◯ ③ × -

① ① - ② ◯ ④ 不明 × - ◯ ③ × - - × - - ◯ ① ③ × - - - - - - - -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ⑥2回/１回転 ④KGS ◯①② ① 8～18 × - ◯ ④KGS ○ 2

① ③ ブルネッティの商品化 ① × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

- - - ③ × - - - - - - - - - × - - - - - × - - - - - - - -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

- - - - ◯ ① 7～14 × - ◯ ① × - 複数農場にまたがる、数％の減耗。 × - - × - - ② ① 7～14 × - ◯ ① × -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ① ③ ① ④ 7～14 × - ◯ ①③ × -

① - - - × - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - ② × - - - - - - - - - × - - - - - - - - - - - - - -

① ③ - ① ◯ ④ 10～15 ◯ 原種鶏からの感染 ◯ ③ ◯ 1 筋胃びらんによる斃死 ◯ × - ◯ ④ ③ ②③ ④ 10～15 ◯ 母鶏が産卵中に感染、ウイルスが垂直感染 ◯ ②③ ◯ １、２

① ③ 鶏舎再稼働時の洗浄消毒徹底 ① × - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - - - - -

- - - - × - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - - - - -

③ - - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

③ - - ① × - - - - - - - - - ◯ × - ◯ ④ ③ - - - - - - - - -

① - - - × - - - - - - - - - - - - ◯ ⑥2回/ロット ③ ①② ②③ 10～18 ◯ 種鶏抗体価の低下 ◯ ② ◯ １、２

- - - - ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 10～17 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

- - - - ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ ＵＳチャンキー ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ ＵＳチャンキー ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 × - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

- - - - ◯ ③ 10～20 × - ◯ ③ ◯ １、２ 封入体肝炎、10日齢斃死急増10日継続。 × × - ◯ ① ③ ①② ③ 10～20 × - ◯ ③ ◯ １、２

- - - - × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

① ① - ① × - - - - - - - - - × - - - - - × - - - - - - - -

① ②③ - ① × - - - - - - - - - ◯ × - × - - ③ ④ 0～10 × - × - × -

① ③ ブルネッティの商品化 ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ⑥不定期 ③ ①②③ ③ 10 × - - - - -

- ① ①③ 委託農家のみ発症 ① ◯ ② 8～11 × - × - × - 最大10％斃死US鶏に多い × - - × - - ①② ① 8～11 × - × -

- ① - - ① × - - - - - - - - - ◯ - - × - - ② - 8～14 × - × -

Q74 Q75Q71 Q73
過去のアデノウイルス症被害 近隣の被害（アデノ） 定期検査（アデノ） 雛納入先からの情報

① - ② × - -① -- × - - × -- - - - - - - - - -- × - - -
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q69 Q70 Q72

⑬今後と
もワクチ
ンを継続

⑭ワクチ
ンの問題
点

コクシ関
連での課
題や要望

コクシジ
ウム浸潤
調査への
協力

有無 ①時期
②発生日
齢

③原因に
思い当た
ることは
あるか

④具体的
な原因

⑤検査に
出したか

⑥検査機
関

⑦検査で
血清型は
判明した
か

⑧血清型 ⑨被害状況
聞いたこ
とがある

①具体的
な血清型
を知って
るか

②具体的
な血清型

実施の有
無

①検査頻
度

②検査実
施先

有無 ①時期
②発生日
齢

③原因に
思い当た
ること

④具体的
な原因

⑤検査に
出したか

⑥検査先
⑦血清型
を知って
るか

⑧具体的
な血清型

①必須
②状況に
応じて
③使うつ
もりない

①使用法
が難しい
②価格が
高い
③効かな
い種類が
ある
④その他

①協力す
る
②相談に
応じる
③協力せ
ず

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月前
以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

○検査に
出した
×出して
ない

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

○判明し
た
×してな
い

○ある
×ない

○知って
いる
×いない

①ロット毎
②週１
③月１
④数ヶ月に
１回
⑤被害が出
た時
⑥その他

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

①封入体肝
炎
②筋胃びら
ん
③その他ア
デノウイル
ス感染症

①直近
（数ヶ月前
以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

○検査に
出した
×出して
ない

①自社
②公的機
関
③民間検
査機関
④その他

○知って
る
×知らな
い

- - - - × - - - - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - -

- - - ② ◯ ２年前 出荷時 × - × - - - - ◯ × - ◯ ④ ② ◯ ①② ７～１４ × - ◯ ② × -

- - - - ◯ 直近 14～20 × - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ ◯ １、２ ◯ ① ③ ◯ ① 14～21 × - ◯ ③ ◯ １、２

- - - ① × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

③ ① - ③ × - - - - - - - - - × - - - - - × - - - - - - - -

③ 要無薬飼料 - ③ × - - - - - - - - - × × - - - - × - - - - - - - -

① ③ - ① ◯ ④ 250日～ × - ◯ ③ ◯ １、２ 成鶏で死、弱雛 × × - × - - × - - - - - - - -

① ② - ① ◯ ④ - × - ◯ ②③ × - 産卵低下、CM斃死 ◯ × - × - - ① ① 3～10 ◯ 30％US × - × -

① ② - ③ × - - - - - - - - - × - - ◯ ④ ①③ × - - - - - - - -

① ② ブルネッティワクチンに期待 ② ◯ ④ 9～16日齢 × - ◯ ①③ × 不明 2009年ﾁｬﾝｷｰ減耗、1週間で終息 ◯ × - ◯ ① ③ ①② ① 9～12 ◯ 種卵取扱、環境調整 ◯ ①③ ◯ １or２

① ① - ② ◯ ④ 8～14日齢 × - ◯ ① - - 2009年ﾁｬﾝｷｰ減耗、1週間で終息 ◯ × - × - - ①②③ ④ 8～14 × - ◯ ① × -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

- - - ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ① ③ × - - - - - - - -

① ① - ② ◯ ④ 210～250 × - ◯ ③ ◯ １、２ 種鶏でなし。CMで数％～10％ ◯ - - ◯ ① ③ ◯ ④ 8～15 × - ◯ ③ × -

① ③ 安定的な生産販売 ① ◯ ② 14日齢 × 導入もとの母鶏が28週齢（若かった） × - - - 筋胃びらん、潰瘍、削痩、斃死 ◯ ◯ １、２ × - - × - - - - - - - -

② ② - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

① ①②③④ 種鶏用の開発、コクシ分裂不明、スプレーの使用 ① ◯ ④ 300～350 × - × - - - 産卵低下 ◯ - - × - - ① ① 30～35 × - ◯ ③ × -

① ③ なし ② ◯ ②③ 7～21 × - ◯ ③ ◯ １、２ 斃死（封入体肝炎、筋胃びらん） × × - × - - ◯ ②③ 7～21 × - ◯ ③ ◯ １、２

① - - - ◯ ① - × - ◯ ③ - - 20-30羽斃死/週、 ◯ - - ○ ③⑤ ③ ◯ ① 14～28 - - ◯ ③ - -

- - - - × - - - - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - -

① ③ - ① × - - - - - - - - - × × - ○ ① ③ × - - - - - - - -

① ① - ① × - - - - - - - - - ◯ × - ◯ ① ③ ◯ ④ 14～30 × - ◯ ③ × -

① ① - ② ◯ ④ 不明 × - ◯ ③ × - - × - - ◯ ① ③ × - - - - - - - -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ⑥2回/１回転 ④KGS ◯①② ① 8～18 × - ◯ ④KGS ○ 2

① ③ ブルネッティの商品化 ① × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

- - - ③ × - - - - - - - - - × - - - - - × - - - - - - - -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

- - - - ◯ ① 7～14 × - ◯ ① × - 複数農場にまたがる、数％の減耗。 × - - × - - ② ① 7～14 × - ◯ ① × -

① ③ - ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ① ③ ① ④ 7～14 × - ◯ ①③ × -

① - - - × - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - ② × - - - - - - - - - × - - - - - - - - - - - - - -

① ③ - ① ◯ ④ 10～15 ◯ 原種鶏からの感染 ◯ ③ ◯ 1 筋胃びらんによる斃死 ◯ × - ◯ ④ ③ ②③ ④ 10～15 ◯ 母鶏が産卵中に感染、ウイルスが垂直感染 ◯ ②③ ◯ １、２

① ③ 鶏舎再稼働時の洗浄消毒徹底 ① × - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - - - - -

- - - - × - - - - - - - - - × - - × - - - - - - - - - - -

③ - - ② × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

③ - - ① × - - - - - - - - - ◯ × - ◯ ④ ③ - - - - - - - - -

① - - - × - - - - - - - - - - - - ◯ ⑥2回/ロット ③ ①② ②③ 10～18 ◯ 種鶏抗体価の低下 ◯ ② ◯ １、２

- - - - ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 10～17 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

- - - - ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ ＵＳチャンキー ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ ＵＳチャンキー ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 × - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

① ①②③ - ① ◯ ② 1～7 ◯ - ◯ ③ ◯ １、２ - ◯ × - ◯ ① ③ ①② ② 14～21 ◯ 種鶏が抗体を持ってない ◯ ③ ◯ 1

- - - - ◯ ③ 10～20 × - ◯ ③ ◯ １、２ 封入体肝炎、10日齢斃死急増10日継続。 × × - ◯ ① ③ ①② ③ 10～20 × - ◯ ③ ◯ １、２

- - - - × - - - - - - - - - × - - × - - × - - - - - - - -

① ① - ① × - - - - - - - - - × - - - - - × - - - - - - - -

① ②③ - ① × - - - - - - - - - ◯ × - × - - ③ ④ 0～10 × - × - × -

① ③ ブルネッティの商品化 ② × - - - - - - - - - × - - ◯ ⑥不定期 ③ ①②③ ③ 10 × - - - - -

- ① ①③ 委託農家のみ発症 ① ◯ ② 8～11 × - × - × - 最大10％斃死US鶏に多い × - - × - - ①② ① 8～11 × - × -

- ① - - ① × - - - - - - - - - ◯ - - × - - ② - 8～14 × - × -

Q74 Q75Q71 Q73
過去のアデノウイルス症被害 近隣の被害（アデノ） 定期検査（アデノ） 雛納入先からの情報

① - ② × - -① -- × - - × -- - - - - - - - - -- × - - -
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q77 Q78 Q80 Q82 Q83 Q84 Q86

①計画感
染を行っ
ているか

②計画感
染の効果
はあるか

③計画感
染の改善
点

④計画感
染を今後
とも継続
するか

⑤計画感
染の問題
点

課題や要
望

汚染状況
調査への
協力

有無 ①時期
②ＣＭで
の被害

③ＣＭ被
害の時期

雛納入先
からの情
報no有無

実施の有
無

①種卵消
毒のタイ
ミング

②種卵消
毒の方法

③種卵消
毒の薬剤

使用薬剤 消毒頻度
消毒のタ
イミング

①ワクチ
ンの使用

②ワクチン名

③ワクチ
ンの投与
方法

④ワクチ
ンの効果
はあった
か

⑤ワクチ
ンの改善
点

⑥ワクチ
ンを継続
していくつ
もりか

⑦ワクチ
ンの問題
点

課題や要
望

○実施し
ている
×してい
ない

①効果は
ある
②ある気
はする
③効果は
ない

○実施す
るつもり
×つもり
なし

①協力す
る
②相談に
応じる
③協力せ
ず

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月
前以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月
前以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

○実施し
ている
×してい
ない

①産卵後、１
時間以内（想
定）
②産卵後、２
時間以内（想
定）
③の他

①ディッピ
ング
②燻蒸
③蒸散

①ホルマリン
②塩素系
③過酸化水素系、
④ヘルミン
⑤逆性石鹸
⑥両性石鹸
⑦オゾン系
⑧フェノール系、
⑨ヨード系
⑩その他

①ホルマリン
②塩素系
③過酸化水素系、
④ヘルミン
⑤逆性石鹸
⑥両性石鹸
⑦オゾン系
⑧フェノール系、
⑨ヨード系
⑩その他

①１回
②２回
③０回
④その他

①ハッ
チャーへの
移卵後すぐ
②嘴打ち直
前
③その他

○使用し
ている
×してい
ない

①スプ
レー
②筋肉注
射
③点眼
④その他

①優れた
効果
②いまい
ち
③効果な
し

①継続
②被害状況
に応じて
③使用しな
い

①使用法が
難しい
②価格が高い
③ワクチンの
効かない場合
がある
④その他

- - - - - - - ◯ ④ × - × - - - - ① ① ② × - - - - - - -

× - - - - - ② - - ◯ ① ◯ - - - - ①⑤ ② ① × - - - - - ② -

× - - × - - ③ ◯ - ◯ ① ◯ ◯ ① ③ ④ ②④⑤ ① ① × - - - - - - -

× - - - - - ① × - × - × ◯ ① ② ① ① ① ① × - - - - - - -

- - - - - - ③ × - ◯ ② ◯ ◯ ② ② ① ① ② ①② × - - - - - - -

- - - - - - - ◯ ④ ◯ ④ ◯ ◯ ② ③ ①④ ① ① ① × - - - - - - -

× - - × - - ② ◯ ② ◯ ①② ◯ ◯ ② ② ④ - ② ① ◯ カナマイシン ② ① - ① - -

× - - × - - ① × - - - ◯ ◯ ② ② ④ ①④ ① ① × - - - - - - -

× - - - - - ③ × - - - ◯ ◯ ② ①② ④⑤ ① ① ① × - - - - - - -

× - - × - - ② × - ◯ ② ◯ ◯ - ① ⑤ ① ① ① × - - - - - - -

× - - × - - ① ◯ ② ◯ ③ ◯ ◯ ② ② ④ ④ ② ① × - - - - - - -

- - - - - - ③ ◯ ④ ◯ ④ ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① ◯ ポールセーバーEC ② ① - ① - -

× - - × - - ② ◯ ④ ◯ ① ◯ ◯ ② 蒸散 ④ ④ ② ① × - - - 交差範囲が限定。不活化はダメージ大、生は手間と使用しづらい - ①②③④ -

◯ ① - ◯ - 多型のため、自社のみでは不十分。ワクチンがほしい。 ② ◯ ④ ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ① ⑤ ①②⑤ ① ① × - - ③ 多種あるので、特定ワクチンで防御できるか - ③ -

× - - × その他病原体蔓延につながる - ① ◯ ① 自社 ① ◯ ◯ ② ② ③ ② ② ① × - - - - - - -

- - - - - - ② ◯ ① ◯ ① × ◯ ② ② ① ① ② ①② ◯ SETI（共立） ② ① - ① ③ -

× - - - - ワクチン開発 ① ◯ ① ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ① ⑤ ① ① ① × - - - - ② ② 孵化場由来かどうか不明確

◯ ① なし ◯ - ワクチン開発 ② ◯ ①②③④ ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ② ④⑤ ④ ① ① ◯ ポールセーバーEC ② まだ不明 ヒナへの移行抗体がつくか 未定 ③ なし

◯ ② 感染ロットの鶏に使用 ◯ - ワクチン開発 - × - ◯ ① ◯ ◯ ② ② ① ①⑤ ② ① × - - - - - - -

- - - - - - - ◯ ④ ◯ ④ - ◯ ② ② ① ① ② ①② × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 効果が不確実 ワクチン輸入・開発 ① ◯ ② ◯ ① ◯ ◯ ① ② ③ ④ - - × - - - - ③ ③ -

◯ ①② - ◯ 効果が実感しぬくい。不確実 - ① ◯ ② × - ◯ ◯ ② ② ①④⑤ ①④⑤ ① ① × - - - - ② - -

◯ - - ◯ - - ② × - ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ①② ④⑤ ④ ④45秒/9分30秒 ① × - - - - ③ - ワクチンの質問が種鶏場か孵卵場か

◯ ③ - ◯ - 産卵前抗体獲得ワクチン ② × - ○ ① ◯ ◯ ② ① ⑤ ④ ② ②③ ◯ ポールセーバー、ガルエヌテクト ① ② - ② ③ -

× - - - - ワクチンが欲しい ① ○ ③ - - × ◯ ② ② ①⑦ ① ① ① × - - - - - - -

× - - - - ワクチンが欲しい ① × - - - × ◯ ② ② ① ① ① ① ◯ ガルエヌテクト ① ① - ① - -

× - - × - - ② ○ ① × - ◯ ◯ ② ① ⑤ ⑤ ③ × × - - - - - - -

× - - × - - ② × - × - ◯ - - - - - ③ - ◯ - - - - - - -

× - - × - ワクチンを作って欲しい ② ○ ② ◯ ① ◯ ◯ ② ① ⑤ - - - ◯ ポールセーバーEC ② ② - ① ②③ -

- - - - - - - - - - - - ◯ ② ② ①② ① ① ① ◯ 注射用硫酸カナマイシン ② - - ① - -

- - - - - - ② × - × - × ◯ ① ② ①④ ①④ ② ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ - 他病原体のリスク、ワクチン開発 ① ◯ ④ ◯ ① ◯ ◯ ③産卵後4時間以内 煙霧 ② ① ① ① ◯ ＥＣ ① ② - ② ②③ -

× - - - - なし ① ◯ ② ◯ ④ - ◯ ③出荷前消毒 ② ①④ ① ① ② ◯ ガルエヌテクト ① ② 亜型が多いのでそれを増やしワクチン改良に期待 ① ①③ 予防添加剤の開発

× - - - - - - × - - - - ◯ ② - ⑩クリアキル ⑩クリアキル ③ - × - - - - - - -

× - - × - - ③ ◯ ③ ◯ ① ◯ - - - - ④ ① ① × - - - - ② - -

× - - × - - ③ ◯ ② ◯ ① ◯ ◯ ② ② ①⑦ ① ② ①② ◯ ガルエヌテクト ① ③ - ① ②③④副作用の懸念 日和見感染を大げさに取り扱わないでほしい

× - - × 他病原体感染の恐れ 若齢感染で生産指数への実害がないのでは。 ② ◯ ② - - - ◯ ② ② ② ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① - - ◯ ① ◯ - - - - ① ① ① 　 - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - - - - - なし

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ④ ◯ ④ ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ - ワクチン販売 ① ◯ - ◯ ① ◯ - - - - ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① - - ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - ② - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① - - ◯ ◯ ② ③ ① ① ① ① × - - ② - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ② ① ① ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ - - ② ◯ ③ × - ◯ ◯ ② 噴霧 ④ ① ① ③発生24時間前 × - - - - - - -

× - - - - - - × - - - - ◯ ① ② ① - - - × - - - - - - -

- - - - - - ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ③産卵後5時間以内 ①② ④⑤ - - - × - - - - - - -

× - - × - - ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ① ② ① ① ② ① ◯ インターベット不活化⇒ガルエヌテクト予定 ①② ①日生研②インター メーカー変更で様子見 ① ② -

× - - × - ワクチン開発販売 ② ◯ ① - - ◯ ◯ ② ② ① ① - ① ◯ - ② 不明 - ① - -

× - × - - - - ワクチンの確立 ① × - ◯ ③ ◯ ◯ ① ③ ④ ① ② ①③発生前日まで朝夕 × - - - - -

- - × - 過去に実施。他疾病増 × - - - ◯ ④ ◯ ②③ ◯ ◯ ①② ② ① ① ① ③移卵日の夕方 ◯ 日生研 ① 疑問 - ①

Q81Q76 Q79
ハッチャー内種卵・雛消毒アデノウイルス症の予防策 過去の大腸菌症被害 種鶏場での種卵消毒

-ノビリスE.Coli ② ② - ① ③② ④ ① ④容器設置 ① ◯② ◯ ② ◯ ◯

大腸菌症の予防策
Q85 Q85

大腸菌症の予防策

②- - - - ② ◯× -
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ID 種別 地域

1 L 関東

2 B 九州

3 B 中四国

4 L 中部

5 L 関東

6 L 九州

7 B 中四国

8 B 中部

9 L 中部

10 B 北日本

11 B 九州

12 B 中四国

13 L 関東

14 B 北日本

15 B 九州

16 L 九州

17 B 中部

18 B 北日本

19 B 北日本

20 L 中部

21 B 中部

22 B 九州

23 B

中部

24 B 北日本

25 B 九州

26 L 北日本

27 L 関東

28 B 北日本

29 B 北日本

30 B 九州

31 B 中四国

32 L 九州

33 B 中四国

34 L 中部

35 B 北日本

36 L 関東

37 L 中部

38 B 九州

39 B 北日本

40 B 北日本

41 B 関東

42 B 中部

43 B 中部

44 B 中四国

45 B 九州

46 B 九州

47 B 中四国

48 L 中四国

49 B 中四国

50 B 中部

51 B 九州

52 B 中四国

53 B 中四国

Q77 Q78 Q80 Q82 Q83 Q84 Q86

①計画感
染を行っ
ているか

②計画感
染の効果
はあるか

③計画感
染の改善
点

④計画感
染を今後
とも継続
するか

⑤計画感
染の問題
点

課題や要
望

汚染状況
調査への
協力

有無 ①時期
②ＣＭで
の被害

③ＣＭ被
害の時期

雛納入先
からの情
報no有無

実施の有
無

①種卵消
毒のタイ
ミング

②種卵消
毒の方法

③種卵消
毒の薬剤

使用薬剤 消毒頻度
消毒のタ
イミング

①ワクチ
ンの使用

②ワクチン名

③ワクチ
ンの投与
方法

④ワクチ
ンの効果
はあった
か

⑤ワクチ
ンの改善
点

⑥ワクチ
ンを継続
していくつ
もりか

⑦ワクチ
ンの問題
点

課題や要
望

○実施し
ている
×してい
ない

①効果は
ある
②ある気
はする
③効果は
ない

○実施す
るつもり
×つもり
なし

①協力す
る
②相談に
応じる
③協力せ
ず

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月
前以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

①直近
（数ヶ月
前以降）
②１年前
③２年前
④数年前

○ある
×ない

○実施し
ている
×してい
ない

①産卵後、１
時間以内（想
定）
②産卵後、２
時間以内（想
定）
③の他

①ディッピ
ング
②燻蒸
③蒸散

①ホルマリン
②塩素系
③過酸化水素系、
④ヘルミン
⑤逆性石鹸
⑥両性石鹸
⑦オゾン系
⑧フェノール系、
⑨ヨード系
⑩その他

①ホルマリン
②塩素系
③過酸化水素系、
④ヘルミン
⑤逆性石鹸
⑥両性石鹸
⑦オゾン系
⑧フェノール系、
⑨ヨード系
⑩その他

①１回
②２回
③０回
④その他

①ハッ
チャーへの
移卵後すぐ
②嘴打ち直
前
③その他

○使用し
ている
×してい
ない

①スプ
レー
②筋肉注
射
③点眼
④その他

①優れた
効果
②いまい
ち
③効果な
し

①継続
②被害状況
に応じて
③使用しな
い

①使用法が
難しい
②価格が高い
③ワクチンの
効かない場合
がある
④その他

- - - - - - - ◯ ④ × - × - - - - ① ① ② × - - - - - - -

× - - - - - ② - - ◯ ① ◯ - - - - ①⑤ ② ① × - - - - - ② -

× - - × - - ③ ◯ - ◯ ① ◯ ◯ ① ③ ④ ②④⑤ ① ① × - - - - - - -

× - - - - - ① × - × - × ◯ ① ② ① ① ① ① × - - - - - - -

- - - - - - ③ × - ◯ ② ◯ ◯ ② ② ① ① ② ①② × - - - - - - -

- - - - - - - ◯ ④ ◯ ④ ◯ ◯ ② ③ ①④ ① ① ① × - - - - - - -

× - - × - - ② ◯ ② ◯ ①② ◯ ◯ ② ② ④ - ② ① ◯ カナマイシン ② ① - ① - -

× - - × - - ① × - - - ◯ ◯ ② ② ④ ①④ ① ① × - - - - - - -

× - - - - - ③ × - - - ◯ ◯ ② ①② ④⑤ ① ① ① × - - - - - - -

× - - × - - ② × - ◯ ② ◯ ◯ - ① ⑤ ① ① ① × - - - - - - -

× - - × - - ① ◯ ② ◯ ③ ◯ ◯ ② ② ④ ④ ② ① × - - - - - - -

- - - - - - ③ ◯ ④ ◯ ④ ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① ◯ ポールセーバーEC ② ① - ① - -

× - - × - - ② ◯ ④ ◯ ① ◯ ◯ ② 蒸散 ④ ④ ② ① × - - - 交差範囲が限定。不活化はダメージ大、生は手間と使用しづらい - ①②③④ -

◯ ① - ◯ - 多型のため、自社のみでは不十分。ワクチンがほしい。 ② ◯ ④ ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ① ⑤ ①②⑤ ① ① × - - ③ 多種あるので、特定ワクチンで防御できるか - ③ -

× - - × その他病原体蔓延につながる - ① ◯ ① 自社 ① ◯ ◯ ② ② ③ ② ② ① × - - - - - - -

- - - - - - ② ◯ ① ◯ ① × ◯ ② ② ① ① ② ①② ◯ SETI（共立） ② ① - ① ③ -

× - - - - ワクチン開発 ① ◯ ① ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ① ⑤ ① ① ① × - - - - ② ② 孵化場由来かどうか不明確

◯ ① なし ◯ - ワクチン開発 ② ◯ ①②③④ ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ② ④⑤ ④ ① ① ◯ ポールセーバーEC ② まだ不明 ヒナへの移行抗体がつくか 未定 ③ なし

◯ ② 感染ロットの鶏に使用 ◯ - ワクチン開発 - × - ◯ ① ◯ ◯ ② ② ① ①⑤ ② ① × - - - - - - -

- - - - - - - ◯ ④ ◯ ④ - ◯ ② ② ① ① ② ①② × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 効果が不確実 ワクチン輸入・開発 ① ◯ ② ◯ ① ◯ ◯ ① ② ③ ④ - - × - - - - ③ ③ -

◯ ①② - ◯ 効果が実感しぬくい。不確実 - ① ◯ ② × - ◯ ◯ ② ② ①④⑤ ①④⑤ ① ① × - - - - ② - -

◯ - - ◯ - - ② × - ◯ ①②③④ ◯ ◯ ② ①② ④⑤ ④ ④45秒/9分30秒 ① × - - - - ③ - ワクチンの質問が種鶏場か孵卵場か

◯ ③ - ◯ - 産卵前抗体獲得ワクチン ② × - ○ ① ◯ ◯ ② ① ⑤ ④ ② ②③ ◯ ポールセーバー、ガルエヌテクト ① ② - ② ③ -

× - - - - ワクチンが欲しい ① ○ ③ - - × ◯ ② ② ①⑦ ① ① ① × - - - - - - -

× - - - - ワクチンが欲しい ① × - - - × ◯ ② ② ① ① ① ① ◯ ガルエヌテクト ① ① - ① - -

× - - × - - ② ○ ① × - ◯ ◯ ② ① ⑤ ⑤ ③ × × - - - - - - -

× - - × - - ② × - × - ◯ - - - - - ③ - ◯ - - - - - - -

× - - × - ワクチンを作って欲しい ② ○ ② ◯ ① ◯ ◯ ② ① ⑤ - - - ◯ ポールセーバーEC ② ② - ① ②③ -

- - - - - - - - - - - - ◯ ② ② ①② ① ① ① ◯ 注射用硫酸カナマイシン ② - - ① - -

- - - - - - ② × - × - × ◯ ① ② ①④ ①④ ② ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ - 他病原体のリスク、ワクチン開発 ① ◯ ④ ◯ ① ◯ ◯ ③産卵後4時間以内 煙霧 ② ① ① ① ◯ ＥＣ ① ② - ② ②③ -

× - - - - なし ① ◯ ② ◯ ④ - ◯ ③出荷前消毒 ② ①④ ① ① ② ◯ ガルエヌテクト ① ② 亜型が多いのでそれを増やしワクチン改良に期待 ① ①③ 予防添加剤の開発

× - - - - - - × - - - - ◯ ② - ⑩クリアキル ⑩クリアキル ③ - × - - - - - - -

× - - × - - ③ ◯ ③ ◯ ① ◯ - - - - ④ ① ① × - - - - ② - -

× - - × - - ③ ◯ ② ◯ ① ◯ ◯ ② ② ①⑦ ① ② ①② ◯ ガルエヌテクト ① ③ - ① ②③④副作用の懸念 日和見感染を大げさに取り扱わないでほしい

× - - × 他病原体感染の恐れ 若齢感染で生産指数への実害がないのでは。 ② ◯ ② - - - ◯ ② ② ② ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① - - ◯ ① ◯ - - - - ① ① ① 　 - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - - - - - なし

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ④ ◯ ④ ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ - ワクチン販売 ① ◯ - ◯ ① ◯ - - - - ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① - - ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - ② - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① - - ◯ ◯ ② ③ ① ① ① ① × - - ② - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ② ① ① ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ 他の病原体制御 ワクチン販売 ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ② ② ① ① ① ① × - - - - - - -

◯ ② - ◯ - - ② ◯ ③ × - ◯ ◯ ② 噴霧 ④ ① ① ③発生24時間前 × - - - - - - -

× - - - - - - × - - - - ◯ ① ② ① - - - × - - - - - - -

- - - - - - ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ③産卵後5時間以内 ①② ④⑤ - - - × - - - - - - -

× - - × - - ① ◯ ① ◯ ① ◯ ◯ ① ② ① ① ② ① ◯ インターベット不活化⇒ガルエヌテクト予定 ①② ①日生研②インター メーカー変更で様子見 ① ② -

× - - × - ワクチン開発販売 ② ◯ ① - - ◯ ◯ ② ② ① ① - ① ◯ - ② 不明 - ① - -

× - × - - - - ワクチンの確立 ① × - ◯ ③ ◯ ◯ ① ③ ④ ① ② ①③発生前日まで朝夕 × - - - - -

- - × - 過去に実施。他疾病増 × - - - ◯ ④ ◯ ②③ ◯ ◯ ①② ② ① ① ① ③移卵日の夕方 ◯ 日生研 ① 疑問 - ①

Q81Q76 Q79
ハッチャー内種卵・雛消毒アデノウイルス症の予防策 過去の大腸菌症被害 種鶏場での種卵消毒

-ノビリスE.Coli ② ② - ① ③② ④ ① ④容器設置 ① ◯② ◯ ② ◯ ◯

大腸菌症の予防策
Q85 Q85

大腸菌症の予防策

②- - - - ② ◯× -
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【材料及び方法】 

1. 材料 

 事業委託者の要請により選出された全国 14 箇所（表 1）の種鶏孵卵場

において採取されたハッチャー内の綿毛を用いた。 

 

2. 綿毛の採取 

ハッチャーへの移卵時に採取用ネットをラック底部に 4 ヶ所設置した。採

取用ネットは、孵化前日及び孵化当日にそれぞれ 2 ヶ所を回収し、直ち

に冷蔵し、北里大学へ冷蔵便にて送付された。採取用ネット内に混入し

た殻は取り除き、綿毛のみを用いた。 

 

3.  ペトリフィルム大腸菌測定用プレートによる大腸菌数の測定 

3.1 採取用ネットより綿毛を回収し、重量を測定した。測定された綿毛重

量に対し、5 倍量の緩衝ペプトン水（緩衝ペプトン水（BPW-ISO）, 3M 社

BPW500）を加え、ストマッカー袋内で十分に攪拌し、フィルターで濾した

濾液を回収した。 

 

3.2 濾液を緩衝ペプトン水にて 10 倍段階希釈し、10-1〜10-5 までの希釈

液を作成した。 

 

3.3 希釈液をそれぞれペトリフィルム S E C（ペトリフィルム大腸菌測定用

プレート, 3M 社）に 1mL 接種した。ゲル化したペトリフィルム SEC を 42℃

で 24 時間培養し、緑〜青緑色のコロニー数を Select E. coli（SEC）として

計測を行った。 
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4. 増菌培養 

3.1 の残りとストマッカー内の綿毛に、それぞれマッコンキーブイヨン

（MACCONKEY broth, Merck社 1.05396.0500）20mLを加え、37℃で 24 時

間培養した。採取量不足により、綿毛が回収できなったサンプルは、ネッ

トをマッコンキーブイヨン 20mL中で攪拌し、その濾液を 37℃で 24 時間培

養した。3.3 においてペトリフィルム SEC での発育が確認できなかったも

のでかつマッコンキーブイヨンにおいて発育が確認された検体は、XM-G

寒天培地（ニッスイ社）を用いて、青色コロニーの発育を確認した。 

 

5. 統計解析 

ペトリフィルム SECにおいて検出感度未満（50 cfu/g）であったサンプル

は、49 cfu/g とした。検定は F 検定を行い、マンホイットニーの U 検定に

て、有意水準 5%を有意とした。 
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【結果】 

1. 各孵卵場における消毒方法 

 種鶏孵卵場のハッチャーにおいて調査した消毒薬（ホルマリンあるいは

グルタルアルデヒド）および消毒工程を表 1 に示す。 

ホルマリンを使用した孵化場において、ハッチャーへの移卵日が孵化 3

日前である孵化場は 5/9（55.6%）、孵化 2 日前である孵化場は 4/9（44.4%）

であった。 

グルタルアルデヒドを使用した孵化場において、ハッチャーへの移入日

が孵化 3 日前である孵化場は 3/5（60.0%）、孵化 2 日前である孵化場は

2/5（40.0%）であった。 

ホルマリン燻蒸用助剤であるマイトレスおよびバストップ（成分；次亜塩

素酸カルシウム）、過マンガン酸カリを使用した孵化場は 4/9（44.4%）であ

り、ホルマリン燻蒸を燻蒸用助剤でのみで行った孵化場は 2/9（22.2%）で

あった。グルタルアルデヒド を使用した孵化場において、自然蒸散に併

用して加熱蒸散を利用したのは[孵化場⑭]のみであった。 

 

 

 

孵卵場 薬剤 孵化3⽇前 孵化2⽇前 孵化前⽇ 孵化当⽇
孵化場① ◎マイトレス
孵化場② ◎⾃然蒸散
孵化場③ ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散
孵化場④ ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散
孵化場⑤ ◎バストップ バストップ
孵化場⑥ ◎⾃然蒸散
孵化場⑦ ◎マイトレス ⾃然蒸散
孵化場⑧ ◎⾃然蒸散
孵化場⑨ 過マンガン酸カリ ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散
孵化場⑩ ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散
孵化場⑪ ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散
孵化場⑫ ◎⾃然蒸散
孵化場⑬ ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散
孵化場⑭ 加熱蒸散 ◎⾃然蒸散 ⾃然蒸散

※採取⽤ネットの回収：孵化前⽇および孵化当⽇

表1. 各孵卵場で使⽤された消毒剤と消毒⼯程

ホルマリン

グルタルアルデヒド

※採取⽤ネットの設置◎
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2. 綿毛の付着した SEC 

 ホルマリンとグルタルアルデヒドの消毒効果の違いを明らかにするため、

各孵卵場において採取した綿毛の重量に対する SEC の菌数を解析した。 

孵化前日サンプル中 SEC の数は、ホルマリンを使用した孵化場におい

て中央値 350 cfu/g、平均値 3,606 cfu/gであり（表 2A）、グルタルアルデ

ヒドを使用した孵化場において中央値 900 cfu/g、平均値 1,037 cfu/g（表

2B）であった。 

また孵化当日サンプル中の SEC 数は、ホルマリンを使用した孵化場に

おいて中央値 350 cfu/g、平均値 10,433 cfu/g（表 2A）であり、グルタルア

ルデヒドを使用した孵化場において中央値 7,000 cfu/g、平均値 119,940 

cfu/g（表 2B）であった。孵化当日の SEC 数は、ホルマリンを使用した孵

化場と比較し、グルタルアルデヒドを使用した孵化場で 10 倍以上高かっ

たが、各孵化場の間で菌数のばらつきが大きいため有意な差は認めら

れなかった。 

グルタルアルデヒドを使用した 2つの孵化場（[孵化場⑬]および[孵化場

⑭]）において、他の孵化場と比較し 10 倍以上の菌が検出されたが、有

意な差は認められなかった。 

ペトリフィルム SECで検出限界未満のサンプルは 4つ（[孵化場②]、[孵

化場④]、[孵化場⑨] 、[孵化場⑩]）であったが、いずれのサンプルにお

いても増菌培養により菌の発育を認めた。採取用綿毛が不足のため重

量測定ができなかったサンプルは 4 つ（、[孵化場②] 、[孵化場③] 、[孵

化場⑧] 、[孵化場⑫]）であったが、いずれのサンプルにおいてもネット

の増菌培養により菌の発育を認めた。 

 ハッチャーへの移卵を孵化 2 日前あるいは孵化 3 日前に行う孵化場は

約半数ずつであった（表 3）。ホルマリンの利用（表 3A）あるいはグルタル

アルデヒド利用（表 3B）、消毒薬の区別なし（表 3C）にかかわらず、孵化

2 日前と孵化 3 日前とで菌数の増減に傾向は認められなかった。 

 ホルマリン消毒においてホルマリン燻蒸用助剤のみを用いた孵化場は、

少なくとも自然蒸散を利用（自然蒸散あるいはホルマリン燻蒸用助剤と

自然蒸散を併用）した孵化場と比較し、孵化前日には約 20 倍以上、孵化

当日には約 100 倍の菌量が検出された（表 4）が、有意な差は認められ

なかった。 
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表2. 綿⽑に付着したSECの菌数
A. ホルマリン

孵卵場 孵化前⽇ (cfu/g) 孵化当⽇ (cfu/g)
孵化場① 54 54,000
孵化場② <50
孵化場③ 2,350
孵化場④ 150 <50
孵化場⑤ 19,750 36,500
孵化場⑥ 550 350
孵化場⑦ 50 100
孵化場⑧ 450
孵化場⑨ 1,080 <50
中央値 350 350
平均値 3,606 10,433

標準偏差 7,919 20,231

B. グルタルアルデヒド 
孵卵場 孵化前⽇ (cfu/g) 孵化当⽇ (cfu/g)

孵化場⑩ <50 7,000
孵化場⑪ 2,300 400
孵化場⑫ 2,300
孵化場⑬ 1,300 355,000
孵化場⑭ 500 235,000
中央値 900 7,000
平均値 1,037 119,940

標準偏差 988 165,361

※ペトリフィルムSECの検出感度未満（＜50 cfu/g）であったサンプルは、
49 cfu/gとした。
※空欄：採取⽤ネット中の綿⽑が少なかったため、重量測定ができなかったもの
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A. ホルマリン

孵化前⽇ 孵化当⽇ 孵化前⽇ 孵化当⽇
孵化3⽇前 5 302 450 5,101 18,280
孵化2⽇前 4 615 検出限界以下 615 624

B. グルタルアルデヒド 

孵化前⽇ 孵化当⽇ 孵化前⽇ 孵化当⽇
孵化3⽇前 3 1,175 2,300 1,175 3,233
孵化2⽇前 2 900 295,000 900 295,000

C. 消毒法の区別なし

孵化前⽇ 孵化当⽇ 孵化前⽇ 孵化当⽇
孵化3⽇前 8 302 1,375 3,792 12,638
孵化2⽇前 6 790 1,200 758 98,750

移卵⽇ 孵化場数
中央値 (cfu/g) 平均値 (cfu/g)

表3. 移卵⽇の違い

中央値 (cfu/g)
移卵⽇

平均値 (cfu/g)
孵化場数

移卵⽇ 孵化場数
中央値 (cfu/g) 平均値 (cfu/g)

孵化前⽇ 孵化当⽇ 孵化前⽇ 孵化当⽇
燻蒸助剤のみ使⽤ 2 9,902 45,250 9,902 45,250
⾃然蒸散を利⽤ 7 350 100 458 486

表4. ⾃然燻蒸の利⽤による消毒（ホルマリン燻蒸）

消毒法 孵化場数
中央値 (cfu/g) 平均値 (cfu/g)
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【考察】 

今回ホルマリンを使用した孵化場とグルタルアルデヒドを使用した孵化

場における孵化ひなの綿毛で増殖する大腸菌（ペトリフィルム SEC 陽性

菌）の菌量を比較解析したが、両者で有意な差は認められなかった。 

グルタルアルデヒドを使用した孵化場では、ホルマリンを使用した孵化

場に比べ、約 10 倍の菌量が検出された。これはグルタルアルデヒドを使

用した孵化場の中で、大きく菌量のばらつきが生じていたためである。こ

のことは、グルタルアルデヒドによる消毒がホルマリンと同等の消毒効果

を得られることを示すとともに、消毒の効果が十分でなかった場合には著

しく菌が増加する可能性がある。 

ホルマリン燻蒸の中でも、ホルマリンの自然蒸散を行っている農場は大

腸菌の検出量が少なかったが、燻蒸助剤であるマイトレスやバストップの

みを用いて消毒を行った農場では孵化前日から当日にかけて大腸菌が

増えた。結果として、自然燻蒸を導入している孵化場の 100 倍の菌が検

出された事例が認められた。原因として、密閉性の低いハッチャー内に

おいては、ガス化助剤により急激に蒸散したホルマリンが必要な濃度を

保つことができず、急激に減少した可能性や孵化前日にハッチャーを開

帳したことにより急激に蒸散したホルマリン濃度が低下した可能性などが

考えられた。 

 ホルマリンの燻蒸消毒は、種卵消毒では、40 ml/m3 を 20 分間、施設消

毒では 40 ml/m3 を 24 時間行うことが基準となっている 1, 2）。ひなの孵化

には、適切な温度や湿度、酸素を得るための換気が必要となる。孵卵機

における換気口の開閉が消毒効果に影響をもたらすかどうかについては、

開口して場でも 1 時間以上の燻蒸を行うことで全閉と同等の効果が認め

られる報告 3) がある。しかしホルマリンの使用量が少ないと消毒効果が

減少する報告 2,4)がなされており、使用量を適切に取ることが求められる。 

ホルマリンに曝露された際の孵化への影響について、40 ml/m3 で 20 分

間ホルマリン燻蒸した場合、孵化率および健康ひなの割合に差は認めら

れなかったものの、ひなの気管上皮細胞の変性と剥離、細胞浸潤を伴う

呼吸器の障害が報告されている 5)。このことから消毒効果が十分に得ら

れている場合、感染症のリスクと薬剤の曝露による健康障害との比較検

討が必要になると推察された。 
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【Limitation】 

今回ホルマリンを利用した孵化場とグルタルアルデヒドを利用した孵化

場で、菌数に有意な差は認められなかったが、調査孵化場数が限られて

いたため、さらなる検討が必要である。 

本結果は消毒後のみの効果を比較したものであり、各孵卵場における

非消毒時の菌数は計測されていない。グルタルアルデヒドを使用した施

設において、他の施設と比較し細菌数の多い施設が認められたが、この

菌量の増加が大腸菌症の発症に寄与するかは不明である。 
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